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はじめに

このガイドでは、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cを使用するOracle Exalogic Elastic Cloudマシンの管理方法について説明します。このドキュメントでは、Exalogicマシンを管理および監視するEnterprise Managerエージェントおよびその関連アーティファクトのインストールと構成に必要な詳細手順を説明します。


対象読者

このドキュメントは、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cを使用するExalogicマシンの管理に関心があるExalogicユーザー、システム管理者およびデータ・センター管理者を対象としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。









変更点

この表では『Oracle® Enterprise Manager Cloud Control Oracle Exalogic Elastic Cloud Machineの管理とモニタリング』の最新版に関するドキュメント変更の概要を示しています。


	部品番号	変更サマリー
	B70516-06	Exalogic X5-2をサポートします。
「Exalogicマシンの検出 - 仮想構成」をサポートするように更新。


	B70516-05	「Exalogicマシンの検出 - 仮想構成」の章を更新。
付録Aの「ExaWareを使用してExalogicアセットを検出」の項を更新。


	B70516-04	物理構成および仮想構成を適切に分けるために、コンテンツ・フローを再構成。
物理構成の場合に検出前の要件をカバーするために、付録を追加。詳細は、付録A「Cloud Controlによる検出用にExalogicマシンを準備」を参照。


















1 概要

Oracle Exalogic Elastic Cloudマシンは、多種多様なアプリケーション・タイプおよび様々な異なるワークロードのための完全なプラットフォームを提供するよう設計された、統合ハードウェアおよびソフトウェア・システムです。Exalogicは、大規模でパフォーマンスに影響される、重要なアプリケーション・デプロイメントを対象としています。Oracleの業界標準Fusion Middlewareソフトウェアと業界標準ハードウェアを組み合せ、セキュリティ、信頼性およびパフォーマンスの要件が異なるアプリケーションを同時にデプロイする際に、それぞれを高度に独立させることが可能です。Exalogicを使用すると、アプリケーション・ポートフォリオ全体のエンドツーエンドの統合をサポートすることが可能な単一の環境を開発できます。

Exalogicは、内蔵されたインフィニバンド・ファブリックを最大限に活用することで、Exalogicマシン内の処理、記憶領域、メモリー、および外部ネットワーク・インタフェースのすべてを接続し、1つの大規模なコンピューティング・デバイスを形成するように設計されています。それぞれのExalogicマシンは、10 GbE (トラフィック)およびGbE (管理)インタフェースを介して、ユーザーのデータ・センター・ネットワークに接続されます。


	機能
	
	Oracle Exalogic Elastic Cloudは、Oracleがエンジニアリング、テスト、チューニングを行い、究極のパフォーマンスでJavaおよび非Javaアプリケーションを実行する統合ハードウェアおよびソフトウェア・システムです。このマシンは、考えられるかぎりのJavaおよび非Javaのアプリケーション・タイプとワークロードを統合し、最高のサービス・レベル要件を満たす完全なクラウド・アプリケーション・インフラストラクチャを提供します。
	
Oracle Exadataデータベース・マシンの成功に基づいて構築されたOracle Exalogic Elastic Cloudは、最先端の64ビットx86プロセッサ、インフィニバンド・ベースのI/Oファブリックおよびソリッド・ステート・ストレージと、市場のトップを走るOracle WebLogic Server、その他のエンタープライズJava Oracleミドルウェア製品およびOracle SolarisまたはOracle Linuxオペレーティング・システム・ソフトウェアの組合せです。標準のアプリケーション・サーバー構成の10倍のパフォーマンスを達成するために、ソフトウェアはOracle Exalogic Elastic CloudマシンでI/Oファブリックを利用できるようにチューニングされています。


	
大規模で重要なデプロイメント用にエンジニアリングされたOracle Exalogic Elastic Cloudは、エンタープライズ・クラスのマルチテナンシまたはクラウド・アプリケーション向けの土台を提供します。セキュリティ、信頼性、パフォーマンス要件が異なる何千ものアプリケーションをサポートする、エンタープライズ規模のデータ・センターの統合に理想的なプラットフォームです。


	
Oracle Exalogic Elastic Cloudは、Oracle Fusion Middleware製品ポートフォリオ全体のパフォーマンスを高速化し、Oracle LinuxまたはOracle Solaris 11のOracle WebLogic Serverで実行されるアプリケーションのパフォーマンスを向上させます。さらにこのマシンは、Oracle Database 11g、Oracle Real Application ClustersおよびOracle Exadataデータベース・マシンとの統合に最適化されています。


	
Oracle E-Business Suite、OracleのSiebel CRM、OracleのPeopleSoft Enterprise、OracleのJD EdwardsおよびOracle製の業界に固有なビジネス・アプリケーションを含むすべてのOracleアプリケーションは、何の変更も必要せずに、Oracle Exalogic Elastic Cloudで透過的に実行されます。




	[image: exalogic_photo.gifについては周囲のテキストで説明しています。]







Oracleの統合エンタープライズIT管理製品ラインであるOracle Enterprise Managerは、業界で唯一、すべてを備えたビジネス主導型の統合エンタープライズ・クラウド管理ソリューションです。Oracle Enterprise Managerは、従来の環境およびクラウド環境で使用するOracleスタックの組込み管理機能を活用することで、ITからビジネス価値を創出し、サービス・レベルを飛躍的に上げながら、かつてないほどの効率向上の達成へと導きます。

Enterprise Managerの主な機能は、次のとおりです。

	
すべてを備えたクラウド・ライフサイクル管理ソリューションにより、アプリケーションからディスクに至るまで、エンタープライズ・クラウドおよび従来のOracleのIT環境を迅速に設定、管理、サポートできます。


	
Oracleスタックのインテリジェントな管理のための最適なソリューションと、それぞれのお客様の環境とOracleのナレッジベースとのリアルタイム統合によるエンジニアド・システムにより、IT管理への投資における収益率の最大化が実現されます。


	
ビジネス主導型アプリケーション管理により、従来のアプリケーションとクラウド・アプリケーションに対して最高のサービス・レベルが実現されます。




Enterprise Manager Cloud Controlコンソールは、Enterprise Manager Cloud Controlをインストールした後に表示されるユーザー・インタフェースです。このコンソールでは、コンピューティング環境全体の監視および管理をネットワーク上の1箇所から行うことができます。エンタープライズ・アプリケーション・システム、データベース、ホスト、ミドルウェア・アプリケーション・サーバー、リスナーなどのすべてのシステムおよびサービスを、単一の場所から簡単に管理できます。

Oracle Exalogic Elastic Cloudは、Enterprise Manager Cloud Control内で、グループ・ターゲットではなくシステム・ターゲットとしてモデル化されています。次のターゲットは、Oracle Exalogic Elastic Cloudを構成できます。


	
	インフィニバンド・ネットワーク: インフィニバンド・ネットワークには、メンバーとしてIBスイッチが含まれています。両者の関係は、1対多の関係です。
	
アプリケーション・デプロイメント


	
SOAインフラストラクチャ


	
WebLogicドメイン




	
	Coherenceクラスタ
	
Oracle Traffic Director (OTD)


	
ハードウェア・ターゲット(PDU、Ciscoスイッチ、ZFS、ILOMなど)


	
ホスト











次の章では、Exalogicマシンを管理および監視するためのOracle Enterprise Manager Cloud Control 12cのインストールおよび構成の手順について説明しています。

	
第2章「Exalogicマシンの検出 - 仮想構成」


	
第3章「Exalogicマシンの検出 - 物理構成」


	
第4章「検出後の構成および確認」


	
第5章「Exalogicの監視と管理」


	
第6章「ホストおよびアプリケーションの監視」













2 Exalogicマシンの検出 - 仮想構成


この章では、Oracle Exalogic Elastic Cloud Software (EECS)バージョン2.0.6.0.0と一緒に仮想構成にインストールされたOracle Exalogic Elastic Cloud Machineの検出手順について説明します。

この構成の場合、Exalogicハードウェアには、ハードウェア・コンポーネントを管理するためのOracle Enterprise Manager Ops Centerが事前インストールされています。Oracle Enterprise Manager Cloud Controlには、システム管理者が使用する多くの監視機能が用意されています。

次に示す手順は、Enterprise Manager Cloud ControlでExalogicターゲットを検出するための前提条件および指示です。

	
前提条件の検証


	
Oracle VM ManagerおよびOps Center向けに管理エージェントをインストール

	
管理エージェントのインストール


	
Oracle VM Manager証明書のエージェントへのインポート


	
Oracle Management AgentキーストアへのOracle Enterprise Manager Ops Center証明書のインポート





	
ターゲットの検出

	
Oracle VM Managerの検出


	
Oracle ZFS Storage Applianceの検出


	
Exalogic Elastic Cloudターゲットの検出





	
Enterprise Managerでご使用のExalogicマシンの検出を完了したら、「検出後の構成および確認」に概説されている手順に従います。


	
Exalogic仮想構成での監視タスク


	
Exalogic仮想構成での管理タスク






2.1 前提条件の検証

検出を進める前に、Exalogicハードウェアが次のソフトウェアの最小要件を満たしていることを検証する必要があります。

	
Oracle Exalogic Elastic Cloud Software (EECS): バージョン2.0.6.0.0以上。


	
(EECSバージョン2.0.6.0.0とともにインストールされた)仮想構成のExalogicマシンの場合、Oracle Enterprise Manager Ops Centerが事前インストールされています。Ops CenterがまだExalogicマシンにインストールされていない場合は、Oracle Supportにサービス・リクエストを送信します。


	
「Oracle VM ManagerおよびOps Center向けに管理エージェントをインストール」の項でインストールされた管理エージェントには、Enterprise Manager Cloud Control 12c リリース3 (12.1.0.3.0)以上へのサポートが提供されます。監視対象として選択したCloud Controlのインスタンスが12.1.0.3.0以上であることを確認します。


	
Oracle VM Managerの検出のための重要な前提条件







	
注意:

Exalogic Infrastructureプラグインは、仮想のExalogicシステムの検出には必要ありません。









2.1.1 Oracle VM Managerの検出のための重要な前提条件




	
警告:

仮想化をサポートするExalogic構成では、次の手順で説明するように、Enterprise Manager Cloud Controlからの読取り専用アクセスに対して各Oracle Virtual Machine (VM) Managerが必須要件として適切に構成されている必要があります。Enterprise Manager Cloud Controlからの読取り専用アクセスに対してOracle VM Managerを構成できない場合、構成はサポートされません。こうしたサポートされない構成で操作が実行されると、ソフトウェアが停止したり、Exalogic Controlソフトウェアの再インストールが必要になります。







Oracle VM Managerが検出されていない場合

Cloud ControlでOracle VM Managerの検出をまだ実行していない場合は、この項をスキップして「Oracle VM ManagerおよびOps Center向けに管理エージェントをインストール」に進み、Oracle VM Manager向けの管理エージェントおよびExalogicハードウェア向けの管理エージェントをインストールします。

Oracle VM Managerが検出された場合

この項が適用されるのは、Enterprise Managerインスタンスがすでに存在し、Exalogic制御スタックのVM内でOracle VM Managerがすでに検出されている場合のみです。読取り専用構成のOracle VM Managerを検出するためには、前提条件として次の手順を実行する必要があります。

Oracle VM Managerの元の検出の一環として、Oracle VM Managerの管理エージェントがすでにインストールされています。次に概説された手順の完了後に、「ターゲットの検出」の項に進みます。




	
注意:

次の読取り専用構成プロシージャを実行する前に、Oracle VM ManagerがEnterprise Manager Cloud Controlに登録されている場合は、Enterprise ManagerのOracle VM Managerターゲット・メニューから「同期化操作」を実行して、読取り専用モードで再登録する必要があります。Oracle VM Managerターゲットが読取り専用構成であることを確認してください。
Oracle VM Managerは、Exalogicをインストールするプロセスの一部として構成されるExalogic制御スタックの一部です。Exalogic制御スタック内でこのターゲットを検出するためにEnterprise Managerのインスタンスを使用した場合、サポートされていない構成を回避するためにこのプロセスを行う必要があります。









	
Exalogic制御スタックのOracle VM ManagerコンポーネントをホストしているExalogic Control VMにoracleユーザーとしてログインし、次の順序でコマンドを実行します。


cd /u01/app/oracle/ovm-manager-3/ovm_shell
sh ovm_shell.sh  --url=tcp://localhost:54321 
                 --username=admin 
                 --password=<ovmm admin user password>
ovm = OvmClient.getOvmManager ()
f = ovm.getFoundryContext ()
j = ovm.createJob ( 'Setting EXALOGIC_ID' );


次のファイル・パスの場所にあるdom0のem-context.infoにEXALOGIC_IDがあります。


/var/exalogic/info/em-context.info


このファイルを取得するには、rootユーザーとしてdom0にログインする必要があります。たとえば、em-context.infoファイルのコンテンツがExalogicID=Oracle Exalogic X2-2 AK00018758の場合、EXALOGIC_IDはAK00018758になります。




	
注意:

ドメイン・ゼロ(dom0)は、ブート時にXenハイパーバイザによって最初に起動されるドメインです。Exalogicマシンの場合、Exalogicの任意の計算ノードです。







コマンド・シーケンスを続行します。


j.begin ();
f.setAsset ( "EXALOGIC_ID", "<Exalogic ID for the Rack>");
j.commit ();


	
[Ctrl]+[D]を押下して、シーケンスを完了します。




これらの手順の後に構成を確認するには、manager/pool/server/guest vmターゲットの複数のメニューが無効になっているかどうかを観察します。具体的には、インフラストラクチャ・クラウドで登録されたOracle VM Managerを右クリックして、Oracle VM Managerが読取り専用モードであるかどうかを確認できます。

リストの第2層および第3層のアクティブな操作メニュー項目のすべて(「ゾーンの作成」、「仮想サーバー・プールの作成」、「ネットワークの管理」など)が無効(グレー表示)になっており、選択できない状態です。反対に、「VMマネージャ」または「VMゲスト」メニュー・オプションのいずれかをクリックしたときに表示されるプルダウン・メニューから項目を選択する場合、同じメニュー項目はグレー表示されません。ただし、アクティブな管理オプションのいずれかを選択すると、Enterprise Managerでは、アクションを実行できないことを示すエラー・メッセージが表示されるため、Oracle VM Managerは読取り専用モードになります。








2.2 Oracle VM ManagerおよびOps Center向けに管理エージェントをインストール

Enterprise Manager、Oracle VM Manager、Ops Centerの間で接続を確立するために、管理エージェントが必要です。この接続によって、Enterprise Manager Cloud Controlを通してExalogicマシンを管理することができるようになります。検出手順に進む前に管理エージェントをインストールする必要があります。

	
管理エージェントのインストール


	
Oracle VM Manager証明書のエージェントへのインポート


	
Oracle Management AgentキーストアへのOracle Enterprise Manager Ops Center証明書のインポート






2.2.1 管理エージェントのインストール

次の手順に従って、管理エージェントをインストールします。

	
Oracle Linux 64ビット・プラットフォーム用のOracle Enterprise Managerエージェント・ソフトウェアの最新バージョンがダウンロードされ、適用されていることを確認します。


	
Enterprise Manager Cloud Controlで、次のいずれかを実行します。

	
「設定」メニューから、「ターゲットの追加」、「自動検出の結果」の順にクリックします。「自動検出の結果」ページで「ホストおよびOracle VM Manager」タブをクリックし、表示されているリストから監視するホストを選択します。「昇格」をクリックします。


	
「設定」メニューから、「ターゲットの追加」、「ターゲットの手動追加」の順に選択します。「ターゲットの手動追加」ページで、「ホスト・ターゲットの追加」を選択し、「ホストの追加」をクリックします。





	
ホストとプラットフォーム・ページで、次を実行します。

	
このセッションに割り当てられたデフォルトの名前のままにするか、選択した一意の名前を入力します。入力するカスタム名は直観的な名前にすることができ、必ずしもデフォルトの名前と同じフォーマットにする必要はありません。たとえば、add_host_operation_1のようになります。

一意のデプロイメント・アクティビティ名によって、このデプロイメント・セッションで指定されたインストール詳細を保存し、新規セッションですべての詳細を入力しなおすことなく、将来再利用できます。


	
「追加」をクリックし、管理エージェントをインストールするホストの完全修飾名およびプラットフォームを選択します。




	
注意:

	
このホストは、Ops CenterおよびOracle VM Managerの両方がインストールされているVMである必要があります。


	
プラットフォームはOracle Linux 5以上にする必要があります。現時点でSolarisはサポートされていません。













	
「次へ」をクリックします。





	
この時点で管理エージェントはインストールされていません。これは、別のプロセスで行います。エージェントのインストールの詳細は、『Oracle® Enterprise Manager Cloud Control基本インストレーション・ガイド』の「Oracle Management Agentのインストール」を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/install_agent.htm


Exalogicマシンのためにエージェントを構成するには、「インストールの詳細」ページで次の手順を実行します。

	
「デプロイメント・タイプ」セクションで、新規エージェント・インストールを選択します。


	
表から、共通のプラットフォーム名でグループ化されたホストを示す最初の行を選択します。


	
「インストールの詳細」セクションで、手順bで選択したホストに共通するインストールの詳細を指定します。「インストールのベース・ディレクトリ」に、管理エージェントのソフトウェア・バイナリ、セキュリティ・ファイルおよびインベントリ・ファイルをコピーするエージェント・ベース・ディレクトリへの絶対パスを入力します。


	
「インスタンス・ディレクトリ」で、デフォルトのインスタンス・ディレクトリの場所のままにするか、すべての管理エージェント関連の構成ファイルを格納できるディレクトリを選択し、そこへの絶対パスを入力します。


	
「名前付き資格証明」リストから、資格証明がOMSとリモート・ホスト間のSSH接続を設定し、各リモート・ホストに管理エージェントをインストールするために使用できる適切なプロファイルを選択します。


	
「権限委任設定」で、ルート・スクリプトの実行に使用する権限委任設定を検証します。デフォルトでは、Enterprise Manager Cloud Controlで構成されている権限委任設定に設定されます。


	
「ポート」で、管理エージェントの通信用に割り当てられたデフォルトのポート(3872)のままにするか、選択したポートを入力します。


	
手順bの表にある他のすべての行に対して繰り返します。


	
「次へ」をクリックします。





	
管理エージェントを選択したホストへ、1つのデプロイメント・フェーズから次へと連続してデプロイメントを実行するローリング方式でデプロイするときは、次を$OMS_HOME/sysman/prov/agentpush/agentpush.propertiesファイルへ指定します。


oracle.sysman.prov.agentpush.continueIgnoringFailedHost=true


	
「確認」ページで詳細に問題がない場合、「エージェントのデプロイ」をクリックして管理エージェントをインストールします。デプロイメント・セッションの進捗を監視できる「ホスト・ステータスの追加」ページに自動的に移動します。









2.2.2 Oracle VM Manager証明書のエージェントへのインポート




	
注意:

この項で説明されているホストは、Ops CenterおよびOracle VM Managerの両方がインストールされているVMである必要があります。







EECS 2.0.6.0.0以上とEnterprise Manager Cloud Control 12c (リリース12.1.0.3)以上を備えた仮想構成のExalogicマシンを統合するため、Oracle VM Managerの通信チャネルの強化のため、証明書をエージェントにインポートする必要があります。

Oracle VM ManagerがホストされているControl VMに管理エージェントをインストールしたため、Oracle VM Manager検出のアクセス方法としてtcps://接続ではなくtcp://接続を使用することができます。よりセキュアなアクセス方法としてtcps://接続を使用することをお薦めします。

Oracle VM Manager証明書をエージェントにインポートするには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Managerホストでrootユーザーとして、証明書をOracle VM Managerからエクスポートします。


cd /u01/app/oracle/ovm-manager-3/
/opt/oracle/em12c/agent/core/12.1.0.3.0/jdk/bin/keytool -keystore ./ovmmCoreTcps.ks -exportcert -alias ovmm -file ovmm.cr

Password: <Enter>





	
注意:

パスワードの入力を求められたら、[Enter]を押します。パスワードはすでにExalogic Configuration Utility (ECU)によって設定されています。








	
Oracle VM Managerを監視するEnterprise Manager AgentホストにおけるEMエージェントのインストール・ユーザーとして、証明書をエージェントのトラストストアにインポートするには、エージェントが存在するホストからEMCTL secureコマンドを実行する必要があります。


$AGENT_HOME/bin/emctl secure add_trust_cert_to_jks -trust_certs_loc <Location of the Oracle VM Manager Certificate> -alias ovmm
Password: welcome





	
注意:

パスワードを要求されたら、welcomeと入力します。パスワードはすでにECUによって設定されています。








	
Oracle VM Managerを監視するEnterprise Manager AgentホストでEMエージェントのインストール・ユーザーとして、エージェントを再起動します。


./emctl stop agent
./emctl start agent









2.2.3 Oracle Management AgentキーストアへのOracle Enterprise Manager Ops Center証明書のインポート




	
注意:

この項で説明されているホストは、Ops CenterおよびOracle VM Managerの両方がインストールされているVMである必要があります。







この項では、Enterprise Manager Ops Centerキーストアから証明書をエクスポートする方法と、Enterprise Managerエージェント・キーストアへの証明書のインポート方法について順を追って説明します。これらの手順は、Enterprise Manager Cloud ControlでExalogic Elastic Cloudを検出するための前提条件です。

これらの手順を使用して、Oracle Enterprise Manager Ops Center Enterprise Controllerの信頼できる証明書をエクスポートし、その証明書をEnterprise Manager Cloud Control管理エージェントにインポートします。

	
Enterprise Controllerノードにrootとしてログインします。

	
Oracle Enterprise Manager Ops Center Enterprise ControllerコンポーネントをホストしているExalogic Controlにrootでログインします。


	
プロンプトが表示されたら、パスワードwelcome(デフォルトから変更していない場合)を入力し、「入力」をクリックします。





	
ディレクトリを、$OPS_CENTER_HOME/oem-ec/security/jsseに変更します。$OPS_CENTER_HOMEはOracle Enterprise Manager Ops Centerホームのパスです。たとえば、/etc/opt/sun/cacao2/instances/oem-ec/security/jsseなどです。

[root@localhost~]# cd $OPS_CENTER_HOME/oem-ec/security/jsse

このディレクトリの変更は、Oracle Enterprise Manager Ops Center Enterprise Controllerが実行されているVMで行います。


	
Oracle Enterprise Manager Ops Centerを実行するように構成されるJDKに対応するキーツールを使用して、証明書をエクスポートします。

[root@localhost jsse]# $JAVA_HOME/jre/bin/keytool -export -alias cacao_agent -file oc.crt -keystore truststore -storepass trustpass




	
注意:

エクスポートとインポートの両方のタスクで、同じJAVA_HOMEディレクトリを使用する必要があります。







このコマンドは、ローカル・ディレクトリ($OPS_CENTER_HOME/oem-ec/security/jsseなど)に証明書ファイル(oc.crt)をエクスポートします。前述のコマンドでは、trustpassは、Oracle Enterprise Manager Ops Centerキーストアのデフォルトのパスワードです(変更されていない場合)。Oracle Enterprise Manager Ops Center証明書は、oc.crtファイルに保存されます。次の手順を使用して、証明書をOracle Management Agentトラストストアにインポートできます。


	
次のコマンドを入力します。


$JAVA_HOME/jre/bin/keytool -import -keystore $AGENT_HOME/agent_inst/sysman/config/montrust/AgentTrust.jks -alias <alias_name> -file <path_to_oc_certificate_file>/oc.crt


たとえば、<alias_name>値をwlscertgencabに設定できます。

前述のコマンド<alias_name>が別の証明書をインポートするためにすでに使用されていた場合は、次のエラーが表示されます。


keytool error: java.lang.Exception: Certificate not imported, alias <alias_name> already exists.


この場合は、別の<alias_name>をコマンドに指定し、再試行します。

$JAVA_HOME/jre/bin/keytool -import -keystore $AGENT_HOME/agent_inst/sysman/config/montrust/AgentTrust.jks -alias <alias_name> -file <path to oc certificate file>

プロンプトが表示されたら、パスワードwelcome(デフォルトから変更していない場合)を入力し、「入力」をクリックします。

証明書のエクスポートでこの手順に従う場合、証明書ファイルのパスは$OPS_CENTER_HOME/oem-ec/security/jsse/oc.crtになります。


	
証明書が正しくインポートされたことを確認するために、次のコマンドを実行します。


$JAVA_HOME/jre/bin/keytool -list -keystore $AGENT_HOME/agent_inst/sysman/config/montrust/AgentTrust.jks


作成したwlscertgencab別名のエントリを出力で確認する必要があります。


	
証明書が正しくインポートされていることを確認したら、次のドキュメントの停止および起動手順を使用してエージェントを再起動します。


http://docs.oracle.com/cd/E25054_01/doc.1111/e24473/emctl.htm#BABEFBDI











2.3 ターゲットの検出

Enterprise Manager Cloud Control 12cと、関連のManager Agentをインストールしたら、Cloud Controlで監視するターゲットを検出できます。次の検出手順を実行します。

	
Oracle VM Managerの検出


	
Oracle ZFS Storage Applianceの検出


	
Exalogic Elastic Cloudターゲットの検出






2.3.1 Oracle VM Managerの検出

仮想構成のExalogicマシンでは、Exalogic制御スタックの一部として、Oracle VM Managerがあらかじめインストールされています。

最新リリースのEnterprise Manager Oracle VirtualizationプラグインをEnterprise Manager Cloud Control Serverおよびターゲットにインストールするには、次の手順を実行します。

	
Oracle仮想化プラグインの管理サーバーへのインストール


	
Oracle仮想化プラグインの管理エージェントへのデプロイ


	
Oracle VM Managerの新しいインストールの登録


	
既存のOracle VM Managerインストールの同期






2.3.1.1 Oracle仮想化プラグインの管理サーバーへのインストール

最新リリースのEnterprise Manager Oracle VirtualizationプラグインをManagement Serverにインストールするには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Controlにログインします。


	
「設定」メニューから「拡張性」、「プラグイン」の順に選択します。


	
「プラグイン」ページの「サーバー、ストレージおよびネットワーク」セクションで、Oracle仮想化プラグインの最新バージョンを選択します。


	
「デプロイ先」メニューから、「管理サーバー」を選択します。


	
「管理サーバー上のプラグインをデプロイします」ダイアログで、管理リポジトリSYSパスワードを入力して、「続行」をクリックします。このダイアログ・ボックスの手順に従います。


	
「デプロイ」をクリックします。正常にデプロイされると、プラグインが表示されます。「一般」タブをクリックし、管理サーバーにデプロイされているバージョンを検証します。




プラグインの詳細は、『Oracle® Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』の「プラグイン・マネージャ」の章を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/plugin_mngr.htm






2.3.1.2 Oracle仮想化プラグインの管理エージェントへのデプロイ

プラグインを管理エージェントにデプロイするには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Controlの「設定」メニューで、「拡張性」→「プラグイン」を選択します。


	
「プラグイン」ページで、デプロイするOracle Virtualizationプラグインを選択します。


	
「デプロイ先」メニューから、「管理エージェント」を選択します。


	
「管理エージェント上のプラグインをデプロイします」ダイアログで、Oracle VMおよびOps Centerがインストールされている管理エージェントのホスト名を選択してから、「デプロイ」をクリックします。正常にデプロイされると、プラグインが表示されます。「一般」タブをクリックし、管理エージェントにデプロイされているバージョンを検証します。




詳細は、『Oracle® Enterprise Cloud Control管理者ガイド』の「Oracle Management Agentへのプラグインのデプロイ」を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/plugin_mngr.htm#CJGBIAGJ






2.3.1.3 Oracle VM Managerの新しいインストールの登録

Oracle VMマネージャは、ゾーン、仮想サーバー・プール、仮想サーバー、およびゲスト仮想マシンの作成と監視を可能にする、ユーザー・インタフェースを提供します。Enterprise Manager内の仮想ターゲットの管理にOracle VM Managerを使用する前に、Oracle VM Managerの既存のインストールを登録する必要があります。




	
注意:

	
Enterprise Managerに登録するOracle VM Managerは、バージョン3.0.2以降である必要があります。


	
Oracle VM Managerは1つのEnterprise Managerインストールのみに関連付けられている必要があります。


	
Oracle VM Manager 3.3を登録するには、Enterprise Manager for Oracle Virtualization (Oracle Virtualization)プラグイン12.1.0.7以降がOracle Management Serviceおよび管理エージェント上にデプロイされていることを確認する必要があります。












Oracle VM Managerを登録するには、まずそれをEnterprise Managerのターゲットとして追加します。次の手順を実行します。

	
Cloud Controlの「エンタープライズ」メニューから、「クラウド」、「Oracle VMインフラストラクチャ・ホーム」の順に選択します。


	
「インフラストラクチャ・クラウド」メニューから、「OVMマネージャへの登録」を選択します。図2-1のように「Oracle VM Managerの登録」が表示されます。


図2-1 「Oracle VM Managerの登録」ページ

[image: 図2-1については前後の文で説明しています。]



「Oracle VM Managerの登録」ページで次の手順を実行し、登録を完了します。


	
登録するOracle VM Managerインスタンスのターゲット名を「名前」フィールドに入力します。


	
「管理エージェント」フィールドで、登録するOracle VM Managerインスタンスを監視および管理するための管理エージェントを選択します。

管理エージェント(「自己更新」にOracle Virtualizationと表示されるEnterprise Manager for Oracle Virtualizationプラグインを使用)が、Oracle VM Managerインスタンスを実行しているマシンと同じマシン上に存在していることをお薦めします。


	
「Oracle VM ManagerのURL」フィールドに、Oracle VM ManagerのURLを入力します。tcpsアクセス用にOracle VM Managerを構成する方法の詳細は、サポート・ノート1490283.1 (My Oracle Support)を参照してください。


https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?id=1490283.1


URLは次のいずれかの形式である必要があります。

	
tcp://localhost:<port>

例: tcp://localhost:54321 (Oracle VM Managerバージョンが3.1.1以上の場合、tcps URLのみ指定できます。)


	
tcps://<hostname:<port>

例: tcps://server.domain:54322







	
注意:

よりセキュアなアクセス方法としてtcps://接続を使用することをお薦めします。








	
「Oracle VM ManagerコンソールのURL」フィールドに、Oracle VM ManagerコンソールのURLを入力します。これは、ゲストVM用にVNCコンソールを有効化するURLです。次に例を示します。


https://ovmmgr.example.com:7002/ovm/console


このURLは次の書式で記述する必要があります。


https://<hostname>:<port>





	
注意:

Oracle VM Manager 3.3を登録するには、このURLをOracle VM Managerへの接続に使用します。








	
デフォルトでOracle VM Managerからのデータは、一定時間間隔でEnterprise Managerとの自動同期が行われます。このオプションを有効にしない場合には、「自動同期」チェック・ボックスの選択を解除してデータを手動で同期します。

自動および手動の同期オプションの詳細は、『Oracle® Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』のOracle VM Managerターゲットの同期に関する項を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e28814/cloud_iaas_setup.htm#EMCLO186


	
「管理者資格証明」セクションに、手順5で指定したOracle VM Manager URLに接続するための管理者のユーザー名とパスワードを入力します。Oracle VM Managerの管理に別の資格証明を使用する場合は、「管理資格証明の使用」チェック・ボックスを選択します。この資格証明を指定しない場合は、デフォルトで監視資格証明が使用されます。


	
「発行」をクリックし、Oracle VM Managerを登録します。これで、Oracle VM Managerを使用してEnterprise Manager内の仮想化ターゲットを監視および管理できます。




詳細は、『Oracle® Enterprise Manager Cloud管理ガイド』のOracle VM Managerの登録に関する項を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e28814/cloud_iaas_setup.htm#CEGICIFE






2.3.1.4 既存のOracle VM Managerインストールの同期

EECS 2.0.4.0.0をEECS 2.0.6.0.0にアップグレードした場合、次の手順を実行して、アップグレード済Oracle VM ManagerをEnterprise Managerに再登録する必要があります。

	
EnterpriseにおけるOracle VM Managerのブラックアウトを作成します。


	
Exalogicの2.0.4.0.0から2.0.6.0.0へのアップグレード


	
アップグレード済Oracle VM Managerの証明書をEnterpriseにインポートします。「Oracle VM Manager証明書のエージェントへのインポート」を参照してください。


	
Oracle VM Managerターゲットのブラックアウトを終了します。


	
Enterprise ManagerでOracle VM Managerを同期します。Oracle VM Managerターゲットメニューで、「同期」を選択します。







	
注意:

EECS 2.0.6.0.0以上のExalogicを使用している場合、エージェント・キーストアにOracle VM Manager証明書をインポートする必要があります。










	
注意:

Enterprise Manager Cloud ControlにOracle VM Managerを登録します。
	
Oracle VM Managerと同じExalogic Control VMにデプロイされる、Enterprise Manager Cloud Controlエージェントを使用します。Enterprise Manager Cloud ControlエージェントがExalogic Control VM上にない場合、次のドキュメントを使用してこれをデプロイしてください。

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e24089/part_installing_agent.htm


	
Enterprise Manager Cloud Control 12c Exalogicのナビゲーション・ツリーでExalogic Control VMを確認するには、Enterprise Manager Cloud ControlにOracle VM Managerを登録する必要があります。



















2.3.2 Oracle ZFS Storage Applianceの検出

Oracle Exalogic Elastic Cloud Machineには、2つのOracle ZFS Storage Applianceが含まれています。Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cのOracle ZFS Storage Applianceを表示および管理するには、次の手順に従います。

	
Oracle ZFS Storage Applianceプラグインのデプロイ


	
Oracle Enterprise Managerによる監視のためにOracle ZFS Storage Applianceを構成


	
監視対象にOracle ZFS Storage Applianceインスタンスを追加


	
メトリックの表示およびレポートへのアクセス

Oracle ZFS Storage Applianceの監視対象インスタンスの情報を収集するには、メトリックの表示とレポートへのアクセスという主に2つの方法があります。

	
メトリックの表示


	
レポートへのアクセス









2.3.2.1 Oracle ZFS Storage Applianceプラグインのデプロイ

最新リリースのEnterprise Manager Oracle ZFS Storage ApplianceプラグインをEnterprise Manager Cloud Controlエージェントにインストールします。プラグインをデプロイするには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Controlにログインします。


	
「設定」メニューから「拡張性」、「プラグイン」の順に選択します。


	
「プラグイン」ページの「サーバー、ストレージおよびネットワーク」セクションで、Oracle ZFS Storage Applianceプラグインの最新バージョンを選択します。


	
図2-2に示されているように、「デプロイ先」メニューから、「管理サーバー」を選択します。


	
「管理サーバー上のプラグインをデプロイします」ダイアログで、管理リポジトリSYSパスワードを入力して、「続行」をクリックします。このダイアログ・ボックスの手順に従います。


	
「デプロイ」をクリックします。正常にデプロイされると、プラグインが表示されます。「一般」タブをクリックし、管理サーバーにデプロイされているバージョンを検証します。


	
図2-2に示されているように、「デプロイ先」メニューから、「管理エージェント」を選択します。


	
「管理エージェント上のプラグインをデプロイします」ダイアログで、Oracle VMおよびOps Centerがインストールされている管理エージェントのホスト名を選択してから、「デプロイ」をクリックします。正常にデプロイされると、プラグインが表示されます。「一般」タブをクリックし、管理エージェントにデプロイされているバージョンを検証します。





図2-2 プラグインをデプロイ

[image: 図2-2については前後の文で説明しています。]



プラグインの詳細は、『Oracle® Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』の「プラグイン・マネージャ」の章を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/plugin_mngr.htm






2.3.2.2 Oracle Enterprise Managerによる監視のためにOracle ZFS Storage Applianceを構成




	
注意:

ご使用のExalogicラックにおける両方のOracle ZFS Storage Applianceについて、この項に列挙された手順に従ってください。







Cloud Controlから監視する各アプライアンスを設定するには、rootとして、あるいはワークシートの作成、データセットの有効化、およびアプライアンス上でユーザーやユーザー・ロール作成を行うための適切なロールがある別のユーザーとして、Oracle ZFS Storage Applianceのブラウザ・ユーザー・インタフェース(BUI)に入ります。

	
BUIにログインして「メンテナンス/ワークフロー」タブに移動します。


	
Oracle Enterprise Manager監視ワークフローの構成を実行し、oracle_agentユーザーのパスワードを入力して記録します。ワークフローを後で再実行して、ワークシートのリセット、データセットの再有効化または、ユーザーの再作成ができます。このワークフローが実行されると、次の事象が発生します。

	
制限付きのロール・ユーザー(名称: oracle_user)が監視エージェントによって使用されるために作成されます。oracle_agentユーザーに関連する制限付きのアクセス・ロールにも、oracle_agentと名前が付きます。


	
分析ワークシートが自動的に作成され、Cloud Control管理者と、ターゲットのOracle ZFS Storage Applianceの管理を担当するストレージ管理者との間における円滑な通信を実現します。





	
次の情報とともにoracle_agentパスワードを、Cloud Control管理者に連絡します。

	
管理情報にアクセスするためにCloud Controlで使用するネットワーク・インタフェースのIPアドレス(このインタフェースは管理を許可する必要があります)。


	
システムの検索に使用され、IPアドレスに対応する完全なDNS名。


	
BUIによって使用されるポート(所属する企業が管理ポートの変更を要求する場合を除き、通常は215)。










	
重要:

Oracle ZFS Storage Applianceプラグインのバージョンが12.1.0.4以上の場合、次の手順を行う必要があります。
	
クリックして「Oracle Agent」ユーザー・フィールドを編集します。


	
「キオスク・ユーザー」がチェックされている場合は、このチェックを外します。

















2.3.2.3 監視対象にOracle ZFS Storage Applianceインスタンスを追加




	
注意:

ご使用のExalogicラックにおける両方のOracle ZFS Storage Applianceについて、この項に列挙された手順に従ってください。







Oracle ZFS Storage ApplianceターゲットをOracle Enterprise Managerに追加するには、次の手順を実行します。

	
「設定」メニューをクリックし、「ターゲットの追加」、「ターゲットの手動追加」の順に選択します。


	
「ターゲット監視プロパティを指定して非ホスト・ターゲットを追加」を選択します。


	
図2-3に示されているように、「ターゲット・タイプ」ドロップダウン・リストで、「Oracle ZFS Storage Appliance」を選択します。


図2-3 Oracle ZFS Storage Applianceのターゲットを追加

[image: 図2-3については前後の文で説明しています。]



	
「監視エージェント」で、「検索」をクリックし、表示される「ターゲット名」を選択します。


	
「手動追加」をクリックします。


	
ターゲットの詳細を追加して(図2-4)、「OK」をクリックします。




	
注意:

初めてこのプロセスを行う場合、プラグインもエージェントにインストールされるため、完了するまでに約3分がかかります。
ユーザー名は、「Oracle Enterprise Managerによる監視のためにOracle ZFS Storage Applianceを構成」で作成されたoracle_agentである必要があります。










図2-4 Oracle ZFS Storage Applianceの詳細

[image: 図2-4については周囲のテキストで説明しています。]



	
ターゲットを検出するために、「ターゲット」メニューをクリックし、「すべてのターゲット」を選択します。


	
上で追加したOracle ZFS Storage Applianceを選択し、アプライアンスのホームページに移動します。









2.3.2.4 メトリックの表示

一般的に、Rawメトリック情報ではレポートよりも「細かい時間」の情報が使用できます。レポートは、管理者がデータベース・パフォーマンスおよび記憶域の容量の分析に使用することができる情報が中心です。

Oracle ZFS Storage Applianceで収集されたRaw情報を表示するには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Controlにログインします。


	
「ターゲット」をクリックし、「すべてのターゲット」を選択します。「すべてのターゲット」ページで、Oracle ZFSストレージ・アプライアンスを選択します。


	
Oracle ZFS Storage Applianceターゲットのホームページで、「ターゲット」→「監視」→「すべてのメトリック」をクリックします。




最後の収集間隔で収集されたカテゴリおよび情報を表示します。






2.3.2.5 レポートへのアクセス

Oracle ZFS Storage Applianceのレポートを表示するには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Controlにログインします。


	
「ターゲット」をクリックし、「すべてのターゲット」を選択します。「すべてのターゲット」ページで、Oracle ZFSストレージ・アプライアンスを選択します。


	
Oracle ZFS Storage Applianceターゲットのホームページで、「ターゲット」→「情報パブリッシャ・レポート」をクリックします。











2.3.3 Exalogic Elastic Cloudターゲットの検出

Exalogic Elastic Cloudの検出プロセスでは、Exalogic Elastic Cloudに存在するターゲットが識別され、Enterprise Managerターゲットにマップされて、それらのEnterprise ManagerターゲットがExalogic Elastic Cloudシステム・メンバーとして追加されます。システム・メンバーがCloud Control内の構成図(図2-5)に表示されます。


図2-5 Oracle Exalogic Elastic Cloud構成図

[image: 図2-5については周囲のテキストで説明しています。]



Exalogic Elastic Cloudの検出ウィザードを使用して、Enterprise Manager内のExalogicターゲットを検出および監視できます。次の手順を実行します。

	
Enterprise Managerで、システム・ページに移動します。


	
「追加」ドロップダウン・リストから、「Exalogic Elastic Cloud」を選択し、「追加」をクリックします。

Enterprise Managerによって「Exalogic Elastic Cloudの検出」ウィザード(図2-6)が表示され、Oracle Exalogicターゲットの検出に必要なパラメータと値を入力できるようになります。


図2-6 仮想Exalogicを検出するウィザード

[image: 図2-6については周囲のテキストで説明しています。]



	
「検出入力」ページで、監視するOracle Exalogicターゲットの名前を「名前」フィールドに指定します。


	
Exalogic System上のいずれかのホストのエージェントを入力するか、選択して、検出を実行します。Exalogic Enterprise Controllerと同じExalogic Control VMで実行するエージェントを選択します。Enterprise Manager Cloud ControlエージェントがExalogic Control VM上にない場合、次のドキュメントを使用してこれをデプロイします。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/install_agent.htm#CACJEFJI


Exalogicシステムの一部でないエージェントを選択した場合は、Exalogicプロパティ・ファイルが見つからないことを示すエラー・メッセージが表示され、Exalogicシステムのホスト上にあるエージェントを選択する必要があることが示されます。仮想デプロイメントの場合、ホストにはIDがない可能性があります。


	
「デプロイメント・タイプ」をドロップダウンから選択します(「物理」または「仮想」のいずれかを選択可能)。「仮想」を選択します。


	
Ops Centerプロパティを入力します。

	
「Ops Centerホスト名」: Ops CenterおよびOracle VM ManagerがインストールされているControl VMのホスト名。


	
「Ops Center JMXポート」: デフォルトのOps Center JMXポートは11172です。rootユーザーとして次のコマンドを実行し、ポート番号を確認します。


/opt/sun/cacao2/bin/cacaoadm get-param jmxmp-connector-port -i oem-ec


	
「ユーザー名」と「パスワード」資格証明。














2.4 Exalogic仮想構成での監視タスク

次の監視タスクは、仮想構成のExalogicマシンでのみ利用可能です。




	
注意:

物理構成および仮想構成の両方のExalogicに共通する監視および管理タスクについては、「Exalogicの監視と管理」および「ホストおよびアプリケーションの監視」を参照してください。







	
Exalogic制御スタックの監視


	
Exalogic使用量追跡の表示および管理


	
Exalogicシステムに関するCloud ControlでのインシデントとしてOps Centerに作成されたインシデントおよびステータスの変更の表示


	
vCPU使用量レポートの表示


	
リソース使用量の傾向の表示


	
vCPU使用量レポートのエクスポート






2.4.1 Exalogic制御スタックの監視

Exalogic Elastic Cloudソフトウェアの制御ソフトウェア・スタックは、Exalogicターゲットの左のナビゲーション・ツリーで制御スタックを選択することにより、監視できます。Enterprise Manager Cloud ControlではExalogic Elastic Cloudソフトウェア仮想マシンのマスター詳細ページ、該当するホストおよび制御ソフトウェア・エレメントが表示されます。各行のマスター・エレメントを選択すると、ページ詳細の変更と、これに対応するキー・パフォーマンス・インジケータ・チャートが表示されます。このページはExalogic Elastic Cloudソフトウェアの制御ソフトウェア・スタックに関連したインシデントの統一ビューを提供します。






2.4.2 Exalogic使用量追跡の表示および管理

Enterprise Managerのリソース使用量機能を使用して、Exalogicシステムの各ターゲットの使用量追跡を表示し、ライセンス・エディションを設定します。使用量追跡情報を表示するには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから、「Exalogic」を選択します。


	
Exalogicターゲットのリストから、使用量情報を表示する必要のあるExalogic Elastic Cloudターゲットをクリックします。


	
「Exalogic Elastic Cloud」メニューから、「リソース使用率」、「使用量追跡」の順に選択します。

Cloud Controlには「vCPU使用量」ページが表示され、次のタスクを実行できます。

	
「傾向の表示」を選択すると、過去24時間のリソース使用量の傾向が表示されます。


	
「エクスポート」をクリックして、選択した「期間」、「ビュー」、「製品」について、「vCPU使用量」ページでデータをエクスポートします。


	
「ライセンス・エディションの管理」をクリックするとダイアログ・ボックスが表示され、現在のExalogicシステムの各ターゲットのライセンス・エディションを設定できます。


	
選択した製品の詳細が「詳細」表に表示されます。表には、「収集時間/ホスト」、「vCPU」、「ターゲット名」、「ターゲット・タイプ」、「バージョン」、「コスト・センター」および「所有者」が表示されます。












2.4.3 Exalogicシステムに関するCloud ControlでのインシデントとしてOps Centerに作成されたインシデントおよびステータスの変更の表示

この項では、Oracle Enterprise Manager Ops Centerからのアラーム/インシデントを統合し、単一のコンソールから両方のシステムの問題を最終的にすべて表示するために、Enterprise Manager Cloud Controlを構成する方法について説明します。さらに、この構成により、Enterprise Manager Cloud Controlとチケッティング・システム間の既存の統合を使用してOracle Enterprise Manager Ops Centerのインシデントを管理できます。Enterprise Manager Cloud Control内で Oracle Enterprise Manager Ops Centerのインシデント管理を開始すると、いかなる理由であれOracle Enterprise Manager Ops Centerでインシデントを変更した場合に、その変更はCloud Controlで反映されません。

Oracle Enterprise Manager Cloud ControlでOracle Enterprise Manager Ops Centerアラームを表示する機能は、デフォルトで無効化されています。次の手順を実行すると、この機能を有効化してOracle Enterprise Manager Cloud ControlでOracle Enterprise Manager Ops Centerアラームを表示することができます。

	
Exalogicシステム・ターゲット・メニューから、「監視」を選択し、次に「メトリックと収集設定」を選択します。


	
「収集スケジュール」をクリックして、Oracle Enterprise Manager 「Ops Centerアラーム」メトリックの収集スケジュールを有効にします。




Exalogicシステムに関するOracle Enterprise Manager Cloud ControlでのインシデントとしてOracle Enterprise Manager Ops Centerに作成されたインシデントおよびステータスの変更を表示するには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから、「Exalogic」を選択します。

Enterprise Managerにシステム・ページが表示されます。


	
システム・ページで、「システム」表の「Exalogic Elastic Cloud」の「名前」をクリックします。

Enterprise Managerに、Exalogic Elastic Cloudダッシュボードが表示されます。


	
「ハードウェア」タブをクリックし、Exalogicシステム・ターゲットに関するOracle Enterprise Manager Cloud ControlでのインシデントとしてOracle Enterprise Manager Ops Centerのアラームおよびインシデントを表示します。









2.4.4 vCPU使用量レポートの表示

Exalogic Machineで実行されているソフトウェア・コンポーネントのvCPU使用量レポートを表示するには、次を実行します。

	
「vCPU使用量」ページで、「期間」ドロップダウン・リストでいずれかの期間を選択します。




	
注意:

期間を選択する際、「製品」表および「詳細」表が選択した期間について自動的にリフレッシュされます。








	
「製品」リストから、使用量レポートを表示する必要のある製品を選択します。デフォルトでは、すべての製品が選択されます。


	
「製品」表から、使用量レポートを表示する必要のある「製品」を選択します。




	
注意:

製品を選択すると、「詳細」表が自動的にリフレッシュされ、その製品の使用量レポートが表示されます。








	
「詳細」表には、選択した製品の使用量詳細が表示されます。

「表示」をクリックし、「列」および表示する項目を選択すると、詳細を列として「詳細」表に追加できます。列の管理をクリックすると、表示する列と非表示にする列を選択できます。

デフォルトでは、「詳細」表にコレクション時間とvCPU使用量の合計が表示されます。コレクション時間およびホストを展開し、次の詳細をすべて表示します。

	
vCPUが収集されるコレクション時間


	
ソフトウェアが実行されるホストのホスト名


	
Exalogic Machine名


	
その時点に実行されているソフトウェア/ターゲットでのvCPU使用量の合計数


	
ターゲット名


	
ターゲット・タイプ


	
ターゲット所有者












2.4.5 リソース使用量の傾向の表示

Exalogic Machineターゲットのリソース使用量の傾向を表示するには、次を実行します。

	
「vCPU使用量」ページで、「製品」ドロップダウン・リストから、リソース使用量の傾向を表示する必要のある製品を選択します。

すべてのターゲットのリソース使用量の傾向を表示する場合は、「すべて」を選択します。




	
注意:

「製品」ドロップダウン・リストから選択する際、「製品」表および「詳細」表が自動的にリフレッシュされ、選択した製品の詳細が表示されます。








	
「期間」ドロップダウン・リストから、リソース使用量の傾向を表示する必要のある期間を選択します。


	
「傾向の表示」をクリックします。


	
リソース使用量の傾向ウィンドウが開きます。

すべての製品を選択した場合、すべての製品のリソース使用量がグラフィックで表示されます。「製品」ドロップダウン・リストをクリックして製品を選択すると、個々の製品の傾向も表示できます。


	
また、「表ビュー」をクリックすると、リソース使用量の傾向の表形式での表示を選択できます。

「表ビュー」ページで、「ビュー」をクリックして表形式で表示する詳細をカスタマイズできます。


	
「OK」をクリックしてリソース使用量の傾向ウィンドウを閉じます。









2.4.6 vCPU使用量レポートのエクスポート

Exalogic MachineターゲットのvCPU使用量レポートをエクスポートするには、次を実行します。

	
「vCPU使用量」ページで、次を選択します。

	
期間

vCPU使用量レポートを表示する期間を選択します。


	
表示

「製品」を選択します。


	
製品

vCPU使用量レポートを表示する必要のある製品を選択します。

すべての製品についてvCPU使用量レポートを表示する場合は、「すべて」を選択します。





	
「エクスポート」をクリックします。


	
ライセンスのオープンダイアログ・ボックスで、ファイルを開くためのプログラムを選択します。デフォルトのプログラムはMicrosoft Office Excelです。「OK」をクリックします。











2.5 Exalogic仮想構成での管理タスク

次の管理タスクは、仮想構成のExalogicマシンでのみ利用可能です。




	
注意:

物理構成および仮想構成の両方のExalogicに共通する監視および管理タスクについては、「Exalogicの監視と管理」および「ホストおよびアプリケーションの監視」を参照してください。







	
Exalogicゲスト・ベース・テンプレートの構成


	
Exalogic Control VMの作成


	
Exalogicネットワークの構成






2.5.1 Exalogicゲスト・ベース・テンプレートの構成

Exalogicゲスト・ベース・テンプレートは、Exalogic Control VMの作成に使用できる特定のフォーマットのOSイメージです。デフォルトでは、サーバー・テンプレートは特定のアカウントにバインドされます。Exalogic仮想データ・センター(vDC)に、任意のアカウント内でパブリックで使用するサーバー・テンプレートを登録できます。Exalogic vDCに作成されたすべての仮想サーバーでは、サーバー・テンプレートを使用します。

Exalogicゲスト・ベース・テンプレートを構成する前に、次の前提条件が満たされていることを確認します。

	
構成済の仮想化されたExalogic Elastic Cloud Software (EECS)インストールが存在すること。


	
Enterprise Manager Cloud Control 12cインストールが存在すること。


	
すべてのExalogic Control VMがパブリックIPを持っていること(これによってEnterprise Managerエージェントをプッシュ可能となります)。


	
Exalogicゲスト・ベース・テンプレートをマウントおよび編集するのに必要なroot権限。


	
Oracleユーザー・アカウントがExalogicゲスト・ベース・テンプレートに定義されていること。




Exalogicゲスト・ベース・テンプレートを構成するには、次の手順を実行します。

	
ディスク・サイズの拡張


	
管理エージェントをデプロイするためのsudoの有効化


	
特定のExalogicデプロイメント用のベース・イメージのカスタマイズ


	
ExalogicサーバーへのExalogicゲスト・ベース・テンプレートのアップロードおよび登録


	
既知の問題: ホストと仮想マネージャ・ゲスト間のアソシエーションの導出






2.5.1.1 ディスク・サイズの拡張

Exalogicゲスト・ベース・テンプレートのディスク・サイズは、管理エージェントに対応するように拡張する必要があります。Exalogicゲスト・ベース・テンプレートのディスク・サイズを拡張するには、次の手順を実行します。

	
root権限を持つユーザーとして64ビットのLinuxマシンにログインします。


	
https://edelivery.oracle.com/にアクセスします。登録情報(名称、会社名、Eメール・アドレスおよび国)を入力し、ダウンロード契約をクリックします。次を選択します。

	
製品パック: Oracle Fusion Middleware


	
プラットフォームの選択: Linux x86-64





	
「実行」をクリックします。ダウンロードのリストから、Oracle Exalogic Elastic Cloudソフトウェア11gメディア・パックを選択します。


	
Exalogic Linux x86-64 (64ビット)版Oracle Exalogicベース・ゲスト・テンプレートをtemplate_directoryと呼ばれる作業ディレクトリにダウンロードします。次の例に示す手順を実行します。


unzip ../V32082-01.zip
tar xzf ../el_x2-2_base_linux_guest_vm_template_2.0.6.0.0_64.tgz
cd BASE


System.imgファイルがあるBASEディレクトリに移動します。


	
次に、Modifyjeosを使用してディスク領域を増やします。Oracle Linux JeOSの使用を開始するには、Oracle Software Delivery Cloudにアクセスし、Oracle Linux JeOS for x86 (32ビット)およびx86_64 (64ビット)をダウンロードします。次の手順を実行します。

	
Oracle Software Delivery Cloudにアクセスします。


	
登録情報(名称、会社名、Eメール・アドレスおよび国)を入力し、ダウンロード契約をクリックします。


	
製品パックを選択プルダウン・メニューからOracle Linuxを選択します。


	
「プラットフォーム」プルダウン・メニューからx86 32ビットまたはx86 64ビットを選択します。


	
「実行」をクリックして、ダウンロードのリストから次のいずれかを選択します。

	
x86 (32ビット)版Oracle VMテンプレート構築用のOracle Linux JeOS


	
x86_64 (64ビット)版Oracle VMテンプレート構築用のOracle Linux JeOS





	
Oracle VMテンプレート構築用のLinux JeOSをダウンロードしてファイルを解凍し、Readme.txtの指示に従ってmodifyjeosをインストールします。





	
System.imgファイルが格納されているディレクトリに移動します。これは、手順4で指定したBASEディレクトリです。


	
次の例に示すように、コマンドを入力してディスク・サイズを増やします。

modifyjeos -f System.img -T 10240

Tは、ディスク・サイズをMBで指定します。


	
次の例に示すように、コマンドを入力してExalogicゲスト・ベース・テンプレートのスワップ・サイズを増やします。

modifyjeos -f System.img -S 1024

Sは、スワップ・パーティションのサイズをMBで指定します。









2.5.1.2 管理エージェントをデプロイするためのsudoの有効化

sudoを有効にするには、root権限を持つユーザーとしてログインし、次の例に示す手順を実行します。

	
rootとしてログインし、次のコマンドを実行します。


/sbin/kpartx –av System.img
mount -o loop /dev/mapper/loop0p2 /mnt


	
sudoersファイル(/mnt/etc/sudoers内)で、次のエントリを変更します。


Defaults ! visiblepw to Defaults visiblepw
Defaults requiretty to Defaults ! requiretty


	
sudoersファイルで、root ALL=(ALL) ALLエントリの後に、次に示すエントリをすべて追加します。


oracle ALL=(root) /usr/bin/id,
/*/ADATMP_[0-9][0-9][0-9][0-9]-[0-9][0-9]-[0-9][0-9]_[0-9][0-9]-[0-9][0-9]-[0-9][0-9]-[AP]M/agentdeployroot.sh,
/*/*/ADATMP_[0-9][0-9][0-9][0-9]-[0-9][0-9]-[0-9][0-9]_[0-9][0-9]-[0-9][0-9]-[0-9][0-9]-[AP]M/agentdeployroot.sh,
/*/*/*/ADATMP_[0-9][0-9][0-9][0-9]-[0-9][0-9]-[0-9][0-9]_[0-9][0-9]-[0-9][0-9]-[0-9][0-9]-[AP]M/agentdeployroot.sh,
/*/*/*/*/ADATMP_[0-9][0-9][0-9][0-9]-[0-9][0-9]-[0-9][0-9]_[0-9][0-9]-[0-9][0-9]-[0-9][0-9]-[AP]M/agentdeployroot.sh









2.5.1.3 特定のExalogicデプロイメント用のベース・イメージのカスタマイズ

この手順は、Exalogic識別子をExalogicベース・イメージ・テンプレートにコピーするのに必要な手順を示しています。個々のファブリックでExalogicごとに実行する必要があります。Exalogic識別子(em-context.infoファイルに存在)は各Exalogicファブリックに固有です。結果のExalogicサーバー・テンプレートは、対応するem-context.infoファイルのコピー元と同じラックとともに使用する必要があります。

ゲスト・ベース・テンプレートをカスタマイズするには、次の手順を実行します。

	
次の例に示す手順を実行して、Exalogic識別子をExalogicゲスト・ベース・テンプレートにコピーします。


mkdir –p /mnt/var/exalogic/info/ 
scp <user>@<dom0_ip>:/var/exalogic/info/em-context.info /mnt/var/exalogic/info/em-context.info
umount /mnt 
/sbin/kpartx –d System.img 
tar -pczvf template_name.tgz template_directory


	
構成したファイルを保存します。









2.5.1.4 ExalogicサーバーへのExalogicゲスト・ベース・テンプレートのアップロードおよび登録

次に示される手順に従って、構成済のExalogicゲスト・ベース・テンプレートをExalogic Controlにアップロードおよび登録します。


http://docs.oracle.com/cd/E18476_01/doc.220/e25258/proc.htm#BABFFDDA


変更したExalogicゲスト・ベース・テンプレートをアップロードしたら、「Exalogicネットワークの構成」の手順に従ってExalogicネットワークを構成します。ネットワークを構成したら、Exalogic Control内で前述のテンプレートを使用してExalogic Control VMを作成します。詳細は、「Exalogic Control VMの作成」を参照してください。






2.5.1.5 既知の問題: ホストと仮想マネージャ・ゲスト間のアソシエーションの導出

Enterprise ManagerがExalogic上でゲスト仮想マシンを対応するホスト・ターゲットにマップするためには、ホストのシリアル番号を取得する必要があります。ホストのシリアル番号の取得には、GenerateSlNo.shスクリプトが使用できます。このスクリプトは、ホスト・ターゲットと関連付ける必要のあるすべてのゲスト仮想マシンのオペレーティング・システムで実行する必要があります。EECSにこのスクリプトが含まれていない場合、次の手順に従ってスクリプトを作成し、実行します。




	
注意:

このスクリプトは、Enterprise Manager Exalogic Elastic Cloudシステム・タイプを介して監視される可能性のあるすべてのExalogic Control VMでそれぞれ実行する必要があります。







	
/var/log/cellos/SerialNumbersファイルの存在の有無を確認します。

存在しない場合は、内容をチェックしてシリアル番号データが含まれているかどうかを確認します。ファイルにシリアル番号がない場合、次に記載されているスクリプトを実行する前にSerialNumbersファイルを削除してください(これを行わない場合、スクリプトが終了します)。


	
rootユーザーで/etcディレクトリに新しいテキスト・ファイルを作成します。ファイルの名前としてGenerateSlNo.shを指定します。


	
このテキスト・ファイルに次の内容を追加します。


serialCode=`dmidecode |grep Serial|grep -v Not|cut -d ":" -f2|cut -d " " -f2`
if [ -f /var/log/cellos/SerialNumbers ]; then
    echo "File /var/log/cellos/SerialNumbers already exists."
else
    mkdir -p /var/log/cellos
    echo "====START SERIAL NUMBERS====" > /var/log/cellos/SerialNumbers
    echo "==Motherboard, from dmidecode==" >> /var/log/cellos/SerialNumbers
    echo "--System serial--" >> /var/log/cellos/SerialNumbers
    echo "$serialCode" >> /var/log/cellos/SerialNumbers
    echo "--Chassis serial--" >> /var/log/cellos/SerialNumbers
    echo "$serialCode" >> /var/log/cellos/SerialNumbers
fi


	
ファイルを保存して閉じます。


	
ファイルを実行可能にするため、次のようにファイルのパーミッションを編集します。


# chmod 700 GenerateSlNo.sh


このパーミッション設定は、rootユーザーのみにスクリプトの実行を許可しています。




	
注意:

EMエージェントのインストール・ユーザーも/var/log/cellos/SerialNumbersファイルの読取り権限を持つことをお薦めします。








	
GenerateSlNo.shスクリプトを実行します。


# /etc/GenerateSlNo.sh


	
このスクリプトを手動で実行した後で、エージェントがこれを再読取りする(24時間ごとに)のを待つか、またはただちに読み取ってから、このフィールドを移入することができます。これをただちに読み取るには、ホスト・ターゲット・メニュから「構成」、「最新収集」の順に選択し、最後に「リフレッシュ」を選択します。











2.5.2 Exalogic Control VMの作成

http://docs.oracle.com/cd/E18476_01/doc.220/e25258/proc.htm#CHDIHDEIに示されている次の手順を実行して、構成したEnterprise Manager外部ネットワーク上のインタフェースで、Exalogic Control VMを作成します。




	
注意:

Exalogic Control VMの作成時に、ネットワークのIPアドレスが割り当てられます。Exalogic Control VMが作成されると、新しいインタフェースを割り当てることはできません。







IPアドレスが作成されたら、次の操作を実行します。

	
/etc/resolv.confファイルを編集して、DNSを構成します。


	
root権限を持つユーザーとして実行中のExalogic Control VMにログインしてOracleユーザー・アカウントのパスワードを設定し、指示に従って管理エージェントをデプロイします。









2.5.3 Exalogicネットワークの構成

構成したExalogicゲスト・ベース・テンプレートをアップロードして登録したら、Exalogicネットワークを構成して新しい仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)を作成する必要があります。

前提条件

	
すべてのExalogic Control VMは、Oracle Management Service (OMS)と管理エージェント間の通信に使用するVLANに属する必要があります。


	
OMSは、OMSと管理エージェント間の通信に使用するVLANにアクセスできる必要があります。


	
すべてのExalogic Control VMには、パブリックで使用できる、OMSからアクセス可能なホスト名(および対応するIP)が必要です。




Exalogicネットワークを構成するには、次の手順を実行します。

	
次の手順は通常、ネットワーク管理者が実行します。

	
ゲスト仮想マシンの構成に使用する外部ネットワーク上の使用可能なIPをすべて特定します。


	
OMSと管理エージェント間の通信に使用するVLANを特定します。タグ付きネットワークの場合は、VLAN IDも取得します。VLAN IDは、手順3で追加します。





	
外部Ethernet over InfiniBand (EoIB)ネットワークを作成して、Exalogic Controlで異なるアカウントのパブリック・トラフィックを分離します。次の手順を実行します。


http://docs.oracle.com/cd/E18476_01/doc.220/e25258/proc.htm#BABHHEGG


	
外部EoIBネットワークをアカウントに割り当てます。これで、選択したアカウントに属するユーザーが外部ネットワークを使用できるようになります。この手順を実行するには、外部EoIBネットワークを割り当てるアカウントを特定する必要があります。次の手順を実行します。


http://docs.oracle.com/cd/E18476_01/doc.220/e25258/proc.htm#BEJBAIGF

















3 Exalogicマシンの検出 - 物理構成


この章では、物理構成のOracle Exalogic Elastic Cloudマシン向けの検出手順を説明します。この構成の場合、Exalogicハードウェアの効果的な管理および監視を行うために、適切なEnterprise Managerソフトウェアをインストールする必要があります。Oracle Enterprise Manager Cloud Controlには、システム管理者が使用する多くの監視機能が用意されています。

Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cは、Exalogicノード上のソフトウェアを管理するための全体的なエンドツーエンドの管理ソリューションおよびExalogicハードウェアを管理するインタフェースを提供します。Oracle Enterprise Manager Cloud Controlを使用するには、インストールを行った後でExalogicアセットを検出する必要があります。

次の手順に従って、Enterprise Manager Cloud ControlでExalogicターゲットを検出します。

	
前提条件の検証。


	
付録A「Cloud Controlによる検出用にExalogicマシンを準備」に記載されているように、ご使用のExalogicマシンを準備します。


	
Exalogicラック・サーバーに管理エージェントをインストール。


	
Enterprise Manager Cloud Control 12cでターゲットを検出。

	
Oracle ZFS Storage Applianceの検出


	
Exalogic Elastic Cloudターゲットの検出





	
Enterprise Manager Cloud Controlでご使用のExalogicマシンの検出を完了したら、「検出後の構成および確認」の手順を完了します。






3.1 前提条件の検証

検出を進める前に、Exalogicシステムが次のソフトウェアの最小要件を満たしていることを検証する必要があります。

	
Oracle Exalogic Elastic Cloud Software (EECS):

	
Exalogic X2-2およびX3-2の場合: EECSバージョン2.0.3.0.6以上


	
Exalogic X4-2の場合: EECSバージョン2.0.6.1.1以上





	
オペレーティング・システム: /etc/issueファイルをチェックして、Oracle Linuxのサポートされているバージョンが動作していることを確認します。rootとして、次のコマンドを実行します。


# cat /etc/issue


出力は次のようになります。


Oracle Linux Server release 5.9
Kernel \r on an \m


/etc/issueファイルが存在しないか、またはOracle Linux Serverエントリを返さない場合は、Oracle Supportに連絡してください。




	
注意:

ExalogicシステムはOracle Solarisをサポートしていますが、Oracle Solaris上のEnterprise ManagerによってExalogicシステムを検出するプロセスはサポートされていません。








	
Exalogic Oracle Linuxイメージがインストールされていることを確認します。次のコマンドをrootとして実行します。


# imageinfo


このコマンドの出力によって、Exalogicのビルド情報が表示されます。

imageinfoコマンドで情報がまったく返されない場合、またはImage status値がSUCCESSでない場合は、イメージがインストールされていないか、または適切に構成されていません。Oracle Supportにサービス・リクエスト(SR)を送信して、イメージをインストールおよび構成できるようにします。


	
Enterprise Manager Cloud Control 12c: リリース4 (12.1.0.4.0)以上。Cloud Controlのバージョンをチェックします。

	
Cloud Controlウィンドウの右上の角でログイン名をクリックしてから、図3-1に示されているように「About Enterprise Manager」を選択します。


図3-1 Enterprise Managerについて

[image: 図3-1については周囲のテキストで説明しています。]



	
図3-2にあるように、ポップアップ・ウィンドウでバージョンが12.1.0.4.0以上であることを確認します。


図3-2 Cloud Controlバージョンの確認

[image: 図3-2については周囲のテキストで説明しています。]



	
「閉じる」をクリックします。












3.2 Exalogicラック・サーバーに管理エージェントをインストール

計算ノードで動作しているOracleアプリケーションを「ソフトウェア」タブで表示する場合は、Enterprise Managerエージェントをインストールする必要があります。




	
注意:

Enterprise Managerの2つのコントロール・ノードは、付録A「Cloud Controlによる検出用にExalogicマシンを準備」の手順ですでに構成されていることになっています。この項は、すべてのプライマリおよびバックアップのEnterprise Manager監視計算ノードに適用される必要があります。







管理エージェントのダウンロードおよびインストール方法の詳細は、『Oracle® Enterprise Manager Cloud Control基本インストレーション・ガイド』のOracle Management Agentのインストールに関する章を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/install_agent.htm#CACJEFJI






3.3 Enterprise Manager Cloud Control 12cでターゲットを検出

Enterprise Manager Cloud Control 12cおよびこれと関連するマネージャ・エージェント(つまり付録Aで構成されたEnterprise Manager Control計算ノード・マネージャ・エージェント)をインストールすると、次の検出手順に従って、Cloud Controlで監視するターゲットを検出できるようになります。

	
Oracle ZFS Storage Applianceの検出


	
Exalogic Elastic Cloudターゲットの検出






3.3.1 Oracle ZFS Storage Applianceの検出

Oracle Exalogic Elastic Cloud Machineには、2つのOracle ZFS Storage Applianceが含まれています。Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cのOracle ZFS Storage Applianceを表示および管理するには、次の手順に従います。

	
Oracle ZFS Storage Applianceプラグインのデプロイ


	
Oracle Enterprise Managerによる監視のためにOracle ZFS Storage Applianceを構成


	
監視対象にOracle ZFS Storage Applianceインスタンスを追加


	
メトリックの表示およびレポートへのアクセス。Oracle ZFS Storage Applianceの監視対象インスタンスの情報を収集するには、メトリックの表示とレポートへのアクセスという主に2つの方法があります。

	
メトリックの表示


	
レポートへのアクセス









3.3.1.1 Oracle ZFS Storage Applianceプラグインのデプロイ

最新リリースのEnterprise Manager Oracle ZFS Storage ApplianceプラグインをEnterprise Manager Cloud Controlエージェントにインストールします。プラグインをデプロイするには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Controlにログインします。


	
「設定」メニューから「拡張性」、「プラグイン」の順に選択します。


	
「プラグイン」ページから、Oracle ZFS Storage Applianceプラグインの最新バージョンを選択します。


	
図3-3に示されているように、「デプロイ先」メニューから、「管理サーバー」を選択します。


	
「管理サーバー上のプラグインをデプロイします」ダイアログで、管理リポジトリSYSパスワードを入力して、「続行」をクリックします。このダイアログ・ボックスの手順に従います。


	
「デプロイ」をクリックします。正常にデプロイされると、プラグインが表示されます。「一般」タブをクリックし、管理サーバーにデプロイされているバージョンを検証します。


	
図3-3に示されているように、「デプロイ先」メニューから、「管理エージェント」を選択します。


	
プライマリおよびバックアップのEnterprise Manager Controlの計算ノード・エージェントの両方に、Oracle ZFS Storage Applianceプラグインをデプロイします。




	
注意:

プラグインは、プライマリおよびバックアップ・ノードにデプロイされる必要があります。
「一般」タブをクリックし、管理エージェントにデプロイされているバージョンを検証します。













図3-3 プラグインをデプロイ

[image: 図3-3については周囲のテキストで説明しています。]



プラグインの詳細は、『Oracle® Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』の「プラグイン・マネージャ」の章を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/plugin_mngr.htm






3.3.1.2 Oracle Enterprise Managerによる監視のためにOracle ZFS Storage Applianceを構成




	
注意:

ご使用のExalogicラックにおける両方のOracle ZFS Storage Applianceについて、この項に列挙された手順に従ってください。







Cloud Controlから監視する各アプライアンスを設定するには、rootとして、あるいはワークシートの作成、データセットの有効化、およびアプライアンス上でユーザーやユーザー・ロール作成を行うための適切なロールがある別のユーザーとして、Oracle ZFS Storage Applianceのブラウザ・ユーザー・インタフェース(BUI)に入ります。

	
Oracle ZFS Storage Appliance BUIにログインし、「メンテナンス/ワークフロー」タブに移動します。


	
Oracle Enterprise Manager監視ワークフローの構成を実行し、oracle_agentユーザーのパスワードを入力して記録します。ワークフローを後で再実行して、ワークシートのリセット、データセットの再有効化または、ユーザーの再作成ができます。このワークフローが実行されると、次の事象が発生します。

	
制限付きのロール・ユーザー(名称: oracle_user)が監視エージェントによって使用されるために作成されます。oracle_agentユーザーに関連する制限付きのアクセス・ロールにも、oracle_agentと名前が付きます。


	
分析ワークシートが自動的に作成され、Cloud Control管理者と、ターゲットのOracle ZFS Storage Applianceの管理を担当するストレージ管理者との間における円滑な通信を実現します。





	
次の情報とともにoracle_agentパスワードを、Cloud Control管理者に連絡します。

	
管理情報にアクセスするためにCloud Controlで使用するネットワーク・インタフェースのIPアドレス(このインタフェースは管理を許可する必要があります)。


	
システムの検索に使用され、IPアドレスに対応する完全なDNS名。


	
BUIによって使用されるポート(所属する企業が管理ポートの変更を要求する場合を除き、通常は215)。










	
重要:

Oracle ZFS Storage Applianceプラグインのバージョンが12.1.0.4以上の場合、次の手順を行う必要があります。
	
クリックして「Oracle Agent」ユーザー・フィールドを編集します。


	
「キオスク・ユーザー」がチェックされている場合は、このチェックを外します。

















3.3.1.3 監視対象にOracle ZFS Storage Applianceインスタンスを追加




	
注意:

ご使用のExalogicラックにおける両方のOracle ZFS Storage Applianceについて、この項に列挙された手順に従ってください。







Oracle ZFS Storage ApplianceターゲットをOracle Enterprise Managerに追加するには、次の手順を実行します。

	
「設定」メニューをクリックし、「ターゲットの追加」、「ターゲットの手動追加」の順に選択します。


	
「ターゲット監視プロパティを指定して非ホスト・ターゲットを追加」を選択します。


	
図3-4に示されているように、「ターゲット・タイプ」ドロップダウン・リストで、「Oracle ZFS Storage Appliance」を選択します。


図3-4 Oracle ZFS Storage Applianceのターゲットを追加

[image: 図3-4については周囲のテキストで説明しています。]



	
「監視エージェント」で、「検索」をクリックし、表示される「ターゲット名」を選択します。


	
「手動追加」をクリックします。


	
ターゲットの詳細を追加して(図3-5)、「OK」をクリックします。




	
注意:

初めてこのプロセスを行う場合、プラグインもエージェントにインストールされるため、完了するまでに約3分がかかります。
ユーザー名は、「Oracle Enterprise Managerによる監視のためにOracle ZFS Storage Applianceを構成」で作成されたoracle_agentである必要があります。










図3-5 Oracle ZFS Storage Applianceの詳細

[image: 図3-5については周囲のテキストで説明しています。]



	
ターゲットを検出するために、「ターゲット」メニューをクリックし、「すべてのターゲット」を選択します。


	
上で追加したOracle ZFS Storage Applianceを選択し、アプライアンスのホームページに移動します。









3.3.1.4 メトリックの表示

一般的に、Rawメトリック情報ではレポートよりも「細かい時間」の情報が使用できます。レポートは、データベース管理者がデータベース・パフォーマンスおよび記憶域の容量の分析に使用することができる情報が中心です。

Oracle ZFS Storage Applianceで収集されたRaw情報を表示するには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Controlにログインします。


	
「ターゲット」メニューから「すべてのターゲット」を選択します。「すべてのターゲット」ページで、Oracle ZFSストレージ・アプライアンスを選択します。


	
Oracle ZFS Storage Applianceターゲットのホームページで、「ターゲット」→「監視」→「すべてのメトリック」をクリックします。




最後の収集間隔で収集されたカテゴリおよび情報を表示します。






3.3.1.5 レポートへのアクセス

Oracle ZFS Storage Applianceのレポートを表示するには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Controlにログインします。


	
「ターゲット」をクリックし、「すべてのターゲット」を選択します。「すべてのターゲット」ページで、Oracle ZFSストレージ・アプライアンスを選択します。


	
Oracle ZFS Storage Applianceターゲットのホームページで、「ターゲット」→「情報パブリッシャ・レポート」をクリックします。











3.3.2 Exalogic Elastic Cloudターゲットの検出

Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cでExalogic構成図を表示するには(図3-6にて例示)、Enterprise ManagerがExalogic Elastic Cloudターゲットを検出している必要があります。


図3-6 Oracle Exalogic Elastic Cloud構成図

[image: 図3-6については周囲のテキストで説明しています。]



Exalogic Elastic Cloudの検出ウィザードを使用して、Enterprise Manager内のExalogicターゲットを検出および監視できます。「Exalogic Elastic Cloudの検出」プロセスは、EECに存在するハードウェア・コンポーネントを識別し、これらをEnterprise Managerのターゲットにマップします。

Exalogic Elastic Cloudのターゲットを検出するには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Managerで、システム・ページに移動します。


	
「追加」ドロップダウン・リストから、「Exalogic Elastic Cloud」を選択し、「追加」をクリックします。

Enterprise Managerによって「Exalogic Elastic Cloudの検出」ウィザード(図3-7)が表示され、Oracle Exalogicターゲットの検出に必要なパラメータと値を入力できるようになります。


図3-7 物理的なExalogicを検出するウィザード

[image: 図3-7については周囲のテキストで説明しています。]



	
「デプロイメント・タイプ」をドロップダウンから選択します(「物理」または「仮想」のいずれかを選択可能)。「物理」を選択します。

Exalogicラックのホスト・ターゲットで任意のEnterprise Managerターゲット名および対応するEnterprise Managerエージェントを指定する必要があります。


	
「検出入力」ページで、監視するOracle Exalogicターゲットの名前を「名前」フィールドに指定します。


	
Exalogicライフサイクル(ELLC)のリリース14.2ツールキットが実行されている「エージェント」を入力または選択します(「Cloud Controlによる検出用にExalogicマシンを準備」に説明あり)。フル・ラック・シナリオの場合はエージェント数が30に及ぶこともありますが、検出ウィザードでは、ELLCツールキットがインストールされている2つのエージェントのうちの1つのみが予測されています。

Enterprise Manager Cloud Controlエージェントが計算ノード上にない場合、次のドキュメントを使用してこれをデプロイします。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/install_agent.htm#CACJEFJI


Exalogicシステムのいずれかのホスト上にあるエージェントを選択して検出を実行します。


	
ドロップダウン・メニューから「バージョン」を選択します。

	
2.0.3.0.6 (X2-2およびX3-2)および2.0.6.1.1 (X4-2)の場合、「バージョン」ドロップダウン・メニューから「2.0.6.x.x以降」を選択します。


	
2.0.3.0.5 (x2-2およびX3-2)以前の場合、「バージョン」ドロップダウン・メニューから「2.0.4.x.x以前」を選択します。





	
「最初の計算ノードのホスト名」に最初の計算ノードを入力します(これがELLCツールキットがインストールされているホスト名です)。これは、Exalogic Elastic Cloudの検出に使用されます。


	
「SSH認証」フィールドで、エージェント・ユーザーSSHキーのパスフレーズを指定します。これは、Exalogic Elastic Cloudの検出と監視データの収集に使用されます。




	
注意:

キーを押下する時点で「キーのパスフレーズ」が設定されていない場合は、任意の値を入力して検出を続行します。








	
「次へ」をクリックすると、Enterprise Managerに「処理中」ダイアログ・ボックスが表示され、「ターゲットの検索中 - 処理中」と表示されます。この操作は取り消せません。ブラウザ・ウィンドウを閉じると、プロセスが失敗する場合があります。Enterprise Managerには、「Oracle Exalogicターゲットの検出: 検出の確認」ページが表示されます。「確認」ページには、検出入力プロセスの実行後に見つかったターゲットの数が表示されます。このページには、システムの一部として検出されるすべてのメンバー・ターゲット(PDU、スイッチ、ILOMなど)と、物理検出で検出されたその他のハードウェア・ターゲットが表示されます。


	
「確認」ページを使用して、次の情報を指定します。

	
「プライマリの監視エージェント」を入力または選択して、Exalogic Elastic Cloudを監視します。


	
「監視エージェントのバックアップ」を入力または選択して、Exalogic Elastic Cloudを監視します。




	
注意:

「Cloud Controlによる検出用にExalogicマシンを準備」に示すとおり、バックアップ監視エージェントおよび監視エージェントのみが、Exalogicライフサイクル(ELLC)のリリース14.2ツールキットがインストールおよび実行されるエージェントとなることが可能です。











	
「発行」をクリックし、管理可能なエンティティとしてターゲットを保存します。「戻る」を選択してExalogic Elastic Cloudの検出ページに戻るか、「取消」を選択して検出プロセスを終了することもできます。

Enterprise ManagerにExalogic Elastic Cloudインスタンスが追加されたことを示す確認が表示され、Exalogic Elastic Cloudターゲットの監視が始まります。新しいターゲットがシステム・ページに表示されます。

















4 検出後の構成および確認


この章では、Oracle ExalogicマシンがEnterprise Manager Cloud Control 12cで検出された後で、完了する必要がある検出後の構成手順について説明します。

	
Exalogic Elastic Cloudターゲットのリフレッシュ


	
サーバー向けに管理エージェントをデプロイ


	
Exalogic for Oracle Engineered System Healthchecksの構成(オプション)






4.1 Exalogic Elastic Cloudターゲットのリフレッシュ

Exalogicラックをアップグレードする場合(1/4から1/2など)は常にシステムのリフレッシュを検討する必要があります。Exalogicシステムの検出後、Oracle VM ManagerまたはZFSターゲットを検出する際もリフレッシュを検討する必要があります。Exalogic Elastic Cloudをリフレッシュするには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから、「Exalogic」を選択します。


	
Exalogicターゲットのリストから、表示するExalogic Elastic Cloudターゲットをクリックします。


	
「Exalogic Elastic Cloud」メニューから、「Exalogic Elastic Cloudのリフレッシュ」を選択します。

Cloud Controlには、「リフレッシュ」をクリックしてリフレッシュ・アクションを開始するか、「取消」をクリックして取り消す必要があるページが表示されます。リフレッシュ・アクションが完了すると、Enterprise Managerには、見つかったターゲットを表示する確認ページが表示され、任意のボタンを押して続行するよう求められます。


	
「閉じる」をクリックします。

確認ページを閉じると、Exalogic Elastic Cloudの検出: 検出されたターゲット・ページが表示され、システムに関連付けられたすべてのターゲットを表示できます。「ターゲットの追加」をクリックして、ターゲットを保存できます。









4.2 サーバー向けに管理エージェントをデプロイ

物理ノードまたは仮想ノードのいずれかでOracleアプリケーションを監視する場合は、「ソフトウェア」タブを有効化するためにEnterprise Manager管理エージェントをインストールする必要があります。この管理エージェントによって、Enterprise Manager Cloud Controlを通してサーバー、オペレーティング・システムおよびソフトウェア(たとえばWebLogic、Oracle Database)を管理できるようになります。

<OMS_HOME>/sysman/prov/agentpush/agentpush.propertiesディレクトリにあるagentpush.propertiesファイルを変更します。変更前:


oracle.sysman.prov.agentpush.pdpShellOutEnabled=true


変更後:


oracle.sysman.prov.agentpush.pdpShellOutEnabled=false





	
注意:

この手順は、すべてのOMSインスタンスに対して実行する必要があります。







Exalogicネットワークを構成したら、次に示す手順に従って管理エージェントをデプロイします。

	
管理エージェントをインストールするホストのプラットフォームの管理エージェント・ソフトウェアがダウンロードされ、適用されたことを確認します。


	
Enterprise Manager Cloud Controlで、次のいずれかを実行します。

	
「設定」メニューから、「ターゲットの追加」、「自動検出の結果」の順にクリックします。「自動検出の結果」ページで「ホストおよびOracle VM Manager」タブをクリックし、表示されているリストから監視するホストを選択します。「昇格」をクリックします。


	
「設定」メニューから、「ターゲットの追加」、「ターゲットの手動追加」の順に選択します。「ターゲットの手動追加」ページで、「ホスト・ターゲットの追加」を選択し、「ホストの追加」をクリックします。





	
ホストとプラットフォーム・ページで、次を実行します。

	
このセッションに割り当てられたデフォルトの名前のままにするか、選択した一意の名前を入力します。入力するカスタム名は直観的な名前にすることができ、必ずしもデフォルトの名前と同じフォーマットにする必要はありません。たとえば、add_host_operation_1のようになります。

一意のデプロイメント・アクティビティ名によって、このデプロイメント・セッションで指定されたインストール詳細を保存し、新規セッションですべての詳細を入力しなおすことなく、将来再利用できます。


	
「追加」をクリックし、管理エージェントをインストールするホストの完全修飾名およびプラットフォームを選択します。


	
「次へ」をクリックします。





	
「インストールの詳細」ページで、次のようにします。

	
「デプロイメント・タイプ」セクションで、新規エージェント・インストールを選択します。


	
表から、共通のプラットフォーム名でグループ化されたホストを示す最初の行を選択します。


	
「インストールの詳細」セクションで、手順bで選択したホストに共通するインストールの詳細を指定します。「インストールのベース・ディレクトリ」に、管理エージェントのソフトウェア・バイナリ、セキュリティ・ファイルおよびインベントリ・ファイルをコピーするエージェント・ベース・ディレクトリへの絶対パスを入力します。


	
「インスタンス・ディレクトリ」で、デフォルトのインスタンス・ディレクトリの場所のままにするか、すべての管理エージェント関連の構成ファイルを格納できるディレクトリを選択し、そこへの絶対パスを入力します。


	
「名前付き資格証明」リストから、資格証明がOMSとリモート・ホスト間のSSH接続を設定し、各リモート・ホストに管理エージェントをインストールするために使用できる適切なプロファイルを選択します。


	
「権限委任設定」で、ルート・スクリプトの実行に使用する権限委任設定を検証します。デフォルトでは、Enterprise Manager Cloud Controlで構成されている権限委任設定に設定されます。


	
「ポート」で、管理エージェントの通信用に割り当てられたデフォルトのポート(3872)のままにするか、選択したポートを入力します。


	
手順bの表にある他のすべての行に対して繰り返します。


	
「次へ」をクリックします。





	
管理エージェントを選択したホストへ、1つのデプロイメント・フェーズから次へと連続してデプロイメントを実行するローリング方式でデプロイするときは、次を$OMS_HOME/sysman/prov/agentpush/agentpush.propertiesファイルへ指定します。


oracle.sysman.prov.agentpush.continueIgnoringFailedHost=true


	
「確認」ページで詳細に問題がない場合、「エージェントのデプロイ」をクリックして管理エージェントをインストールします。デプロイメント・セッションの進捗を監視できる「ホスト・ステータスの追加」ページに自動的に移動します。




エージェントのインストールに関する詳細は、『Enterprise Manager Cloud Control基本インストレーション・ガイド』の「Oracle Management Agentのインストール」の章を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/install_agent.htm






4.3 Exalogic for Oracle Engineered System Healthchecksの構成(オプション)

ヘルス・チェック・ターゲットはExalogicとは別に検出されます。このターゲットには、ヘルス・チェックのExalogicとの統合の一部として追加されたメニュー項目からアクセスできます。HealthCheckターゲットが検出されない場合、HealthCheckメニュー項目はExalogicシステムおよびラック・メニューで非表示になります。HealthCheckターゲットが検出されたら、Exalogic Cloudをリフレッシュし、メニュー項目を有効にする必要があります。HealthCheckページには、Exalogicシステムおよびラック・メニューから移動できます。

各ラックには独自のHealthCheckターゲットがあり、Exalogicシステムにプライマリ・ラックのHealthCheckターゲットが表示されている場合に、自身のHealthCheckターゲット(ラック・シナリオが複数の場合)に移動できます。

Oracle Exalogic Engineered System Healthchecksの構成の詳細は、『Oracle® Enterprise Manager System Monitoring Plug-Inインストレーション・ガイドfor Oracle Engineered System Healthchecks』を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e27420/toc.htm












5 Exalogicの監視と管理


この章では、次の項でExalogicアセットの監視と管理の方法を説明しています。

	
「Exalogic Elastic Cloud」ダッシュボードの表示および使用


	
Exalogic Elastic Cloudのハードウェア・コンポーネントの監視


	
Exalogicのソフトウェア・コンポーネントとハードウェア・コンポーネント間の関係の視覚化


	
コンポーネント障害の影響の分析






5.1 「Exalogic Elastic Cloud」ダッシュボードの表示および使用

「Exalogic Elastic Cloudダッシュボード」を使用して、Exalogic Elastic Cloudのソフトウェアおよびハードウェア・ターゲットのステータス情報を表示します。

	
「ソフトウェア」タブの使用


	
「ハードウェア」タブの使用




Exalogic Elastic Cloudのダッシュボードを表示して使用するには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Managerで、システム・ページに移動します。ドロップダウン・リストからExalogic Elastic Cloudを選択して、「検索」フィールドの項目を絞り込み、「実行」をクリックします。「検索結果」表で、表示するExalogic Elastic Cloudを選択します。

Exalogic Elastic Cloudのホーム・ページが表示され、そこでExalogicのダッシュボード上のコンポーネントを監視できます。

Exalogic Elastic Cloudのホーム・ページから、いつでもダッシュボードを表示することができます。図5-1に示すように、「Exalogic Elastic Cloud」メニューから「メンバー」→「ダッシュボード」を選択します。


図5-1 「ダッシュボード」へのアクセス

[image: 周囲のテキストで図5-1を説明しています。]



	
「Exalogic Elastic Cloud」ドロップダウン・リストからコンポーネント名を選択して、各ソフトウェア・コンポーネントの詳細情報を表示できます。「Exalogic」ドロップダウン・リストには、ソフトウェア・コンポーネントのみが表示されます。ハードウェア・コンポーネントは、「メンバー」タブで参照できます。

選択したコンポーネントのページが表示されます。たとえば、WebLogicドメインサマリー・ページを選択すると、WebLogicサーバーのステータス、リクエスト処理時間メトリック情報、CPU使用率、リクエスト(分単位)およびヒープ使用量データを示すグラフが表示されます。


	
「Exalogic Elastic Cloud」ドロップダウン・リストから「ホーム」を選択すれば、いつでもこのページに戻ることができます。


	
「Exalogic Elastic Cloud」ドロップダウン・リストから「ターゲット情報」を選択して、Exalogicターゲットに関する全般的な情報を表示できます。






5.1.1 「ソフトウェア」タブの使用

Exalogic Elastic Cloud内の次のターゲットに関するアラートや主要なパフォーマンス・メトリックを含むステータス情報を表示するには、「Exalogic Elastic Cloud」ダッシュボードの「ソフトウェア」タブを使用します。

	
アプリケーションのデプロイ - 「Exalogic Elastic Cloudターゲット内のアプリケーション・デプロイメントの表示」を参照


	
WebLogicドメイン - 「Exalogic Elastic CloudターゲットでホストされているWebLogicドメインの表示」を参照


	
Coherenceクラスタ - 「Coherenceクラスタ・ターゲットの表示」を参照


	
ホスト - 「Exalogic Elastic Cloudターゲットのホスト・ターゲットの表示」を参照


	
SOA


	
OTD







	
注意:

「ソフトウェア」タブを有効化するために管理エージェントをデプロイすることの詳細は、「サーバー向けに管理エージェントをデプロイ」を参照してください。







図5-2に示されている「ソフトウェア」タブには、アプリケーション・デプロイメントやWebLogicドメインなどの各要素の表に「インシデント」セクションが表示され、この表に表示されるアラートから詳細情報にドリルダウンできます。


図5-2 Exalogicのダッシュボード - 「ソフトウェア」タブ

[image: 周囲のテキストで図5-2を説明しています。]



「ソフトウェア」タブを使用して、Exalogicシステム・ターゲットのインシデントとしてExalogic Elastic Cloudシステム用にOracle Enterprise Manager Ops Centerで生成されるアラームを表示することもできます。「ソフトウェア」タブには、両方のシステムのすべての問題を1つの場所で表示できるように、Exalogicシステム・ターゲットのCloud ControlのインシデントとしてOracle Enterprise Manager Ops Centerに生成されたアラームおよびインシデントが表示されます。これによって、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlとチケッティング・システム間の既存の統合を使用してOracle Enterprise Manager Ops Centerのインシデントを管理できるようになります。

「ソフトウェア」タブには、Exalogicシステムのメンバーである多くのソフトウェア・ターゲットが表示されます。内部リージョン・フィルタ・オプションを使用して、ページ・レベル検索を実行できます。たとえば、検索がOracle WebLogicドメインに実行される場合、「アプリケーション」リージョンもフィルタ処理して、検索されたWebLogicドメインのメンバーであるWebLogicサーバーにデプロイされるすべてのアプリケーションを表示します。同様に、「ホスト」リージョンをフィルタ処理して、検索されたWebLogicドメインの一部であるWebLogicサーバーをホストしているホストを表示します。






5.1.2 「ハードウェア」タブの使用

図5-3に示すように、Exalogic Elastic Cloudダッシュボードページを使用して「ハードウェア」タブにアクセスし、Exalogic Elastic Cloudのハードウェアとインフラストラクチャに関する情報を表示することもできます。温度(Exalogic構成図の上部にある「温度」オプションをオンにして)、ステータスなどの情報の他、ハードウェアの現在の状態を表すハードウェアの構成図も表示できます。


図5-3 Exalogicのダッシュボード - 「ハードウェア」タブ

[image: 周囲のテキストで図5-3を説明しています。]



「ハードウェア」タブでは、「概要」セクションに、各カテゴリのハードウェア・ユニットの数が、そのステータスとともに表示されます。ここには、ハードウェアに関連付けられたインシデントも表示されます。Exalogicハードウェア構成図には、ラックの各ハードウェア・コンポーネントの位置が示されます。「インシデント」セクションを使用して、発生するハードウェアの問題を監視し、インシデントの詳細を表示するために「インシデント・サマリー」をクリックしてインシデント・マネージャ・ページにドリルダウンできます。








5.2 Exalogic Elastic Cloudのハードウェア・コンポーネントの監視

次の手順を実行して、Exalogic Elastic Cloudのハードウェア・コンポーネントを監視できます。

	
Enterprise Managerシステム・ページで、表からExalogic Elastic Cloudターゲットをクリックします。または、「ターゲット」メニューから「Exalogic」を選択することもできます。

Exalogic Elastic Cloudダッシュボード・ページが表示されます。


	
「ハードウェア」タブをクリックして、Exalogic Elastic Cloudのハードウェア構成を示す構成図を表示します。

「ハードウェア」タブを使用して、温度(Exalogic構成図の上部にある「温度」オプションをオンにして)、ステータスなどの情報の他、ハードウェアの現在の状態を表すハードウェアの構成図も表示できます。

「ハードウェア」タブでは、「概要」セクションに、各カテゴリのハードウェア・ユニットの数が、そのステータスとともに表示されます。ここには、ハードウェアに関連付けられたインシデントも表示されます。Exalogic構成図は、インフィニバンド・スイッチ、ストレージ・ヘッド、ストレージ・ディスク、計算ノードなどのハードウェアを表し、それぞれの現在の状態(稼働中、停止中、未割当てなど)を示す凡例を使用します。

「インシデント」セクションを使用して、発生するハードウェアの問題を監視し、インシデントの詳細を表示するために「インシデント・サマリー」をクリックしてインシデント・マネージャ・ページにドリルダウンできます。









5.3 Exalogicのソフトウェア・コンポーネントとハードウェア・コンポーネント間の関係の視覚化

Enterprise Manager Cloud Controlを使用して、Exalogicのソフトウェア・コンポーネントとハードウェア・コンポーネント間の関係を視覚化します。これらのコンポーネント間のルーティング・トポロジを確認するには、次の手順を実行します。

	
「ターゲット」メニューから、「Exalogic」を選択します。


	
Exalogicターゲットのリストから、表示するExalogic Elastic Cloudターゲットをクリックします。


	
「Exalogic Elastic Cloud」メニューから、「ルーティング・トポロジ」を選択します。


	
Exalogicのソフトウェア・コンポーネントとハードウェア・コンポーネント間の関係を表示します。









5.4 コンポーネント障害の影響の分析

Exalogic環境でのコンポーネント障害の影響を分析するには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから、「Exalogic」を選択します。


	
Exalogicターゲットのリストから、表示するExalogic Elastic Cloudターゲットをクリックします。


	
ナビゲーション・パネルから、表示するOracleインフィニバンド・ネットワークをクリックします。


	
「インフィニバンド・ネットワーク」メニューから、「トポロジ」を選択します。


	
ステータスおよびインシデント・バッジを観察するか、「注釈」ツールバー・メニューを使用してメトリック値を表示することによって、コンポーネントに関する問題を特定します。ダイアグラム内の問題のあるコンポーネントにリンクしたコンポーネントを特定します。















6 ホストおよびアプリケーションの監視


この章では、Exalogicアセットの表示方法とExalogicレポートの作成方法を説明しています。

	
Exalogic Elastic Cloudターゲットのホスト・ターゲットの表示


	
Exalogic Elastic Cloudターゲット内のアプリケーション・デプロイメントの表示


	
Exalogic Elastic CloudターゲットでホストされているWebLogicドメインの表示


	
Coherenceクラスタ・ターゲットの表示


	
Enterprise ManagerでのExalogicレポートの作成






6.1 Exalogic Elastic Cloudターゲットのホスト・ターゲットの表示

Exalogic Elastic Cloudターゲットで実行する物理マシンと仮想マシンでホストされるホスト・ターゲットに関する詳細を表示できます。ホスト情報を表示するには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Managerで、すべてのターゲット・ページに移動します。ドロップダウン・リストからExalogic Elastic Cloudを選択して、「検索」フィールドの項目を絞り込み、「実行」をクリックします。「検索結果」表で、表示するExalogic Elastic Cloudを選択します。

Exalogic Elastic Cloudホーム・ページが表示され、Exalogicターゲットとそのコンポーネントのステータスを監視できるようになります。


	
「Exalogic Elastic Cloud」メニューから「ホスト」を選択します。

ホスト・ページが表示されます。


	
ホストのステータスやホストの稼働率および停止率を示すグラフを表示できます。


	
ミドルウェア・ターゲットに関する情報を表示できます。表示される内容は、「タイプ」、「ステータス」、CPU使用率、「メモリー使用量の割合」および「インシデント」の統計情報、「構成の変更」です。


	
時間に基づくCPU使用率を示すグラフと、同様に時間に基づくメモリー使用量を示すグラフを表示できます。









6.2 Exalogic Elastic Cloudターゲット内のアプリケーション・デプロイメントの表示

Exalogic Elastic Cloudターゲットで稼働しているホストにホストされているアプリケーションに関する詳細を表示するには、Exalogic Elastic Cloudターゲット領域内のアプリケーションのデプロイ・ページを使用します。

Exalogic Elastic Cloudターゲットでアプリケーション・デプロイメントを表示するには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Managerで、システム・ページに移動します。ドロップダウン・リストから「Exalogic Elastic Cloud」を選択して、「検索」フィールドの項目を絞り込み、「実行」をクリックします。「検索結果」表で、表示するExalogic Elastic Cloudを選択します。

Exalogic Elastic Cloudホーム・ページが表示され、Exalogicターゲットとそのコンポーネントのステータスを監視できるようになります。


	
「Exalogic Elastic Cloud」メニューから「アプリケーション・デプロイメント」を選択します。

アプリケーションのデプロイ・ページが表示されます。


	
「すべてのドメイン」を表示するか、または「表示」メニューからドメインを選択して特定ドメインに絞り込むことができます。


	
各行の中にある、アプリケーション、ターゲット、ドメインまたは依存関係に関連する値をクリックして、その内容にドリルダウンできます。


	
「ステータス」ドロップダウンから値を選択して、アプリケーションのリストを絞り込むことができます。「稼働中」、「停止中」、「不明」、「ブラックアウト」または「すべて」のいずれかを選択できます。


	
「表示」をクリックし、表示列の選択、行の展開や折りたたみ、先頭行または末尾行へのスクロールを行えば、表の列の表示を変更できます。また、列の表示順序を変更することもできます。


	
「トポロジ」タブを使用して、様々な関係構成でのアプリケーション・デプロイメントを図で表したビューを表示できます。









6.3 Exalogic Elastic CloudターゲットでホストされているWebLogicドメインの表示

Enterprise Managerを使用して、Exalogic Elastic Cloudターゲットで実行する仮想マシンでホストされるドメインに関する詳細を表示できます。Exalogic Elastic CloudターゲットでWebLogicドメインを表示するには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Managerで、システム・ページに移動します。ドロップダウン・リストからExalogic Elastic Cloudを選択して、「検索」フィールドの項目を絞り込み、「実行」をクリックします。「検索結果」表で、表示するExalogic Elastic Cloudを選択します。

Exalogic Elastic Cloudホーム・ページが表示され、Exalogicターゲットとそのコンポーネントのステータスを監視できるようになります。


	
「Exalogic Elastic Cloud」メニューから「WebLogicドメイン」を選択します。WebLogicドメインのサマリーまたはメンバーに関する特定の情報のいずれかを表示できます。

関連するWebLogicドメイン・ページが表示されます。


	
サマリー・ページでは、WebLogicドメインのステータスや、ドメインの稼働率と停止率を示すグラフを表示できます。また、サーバーごとのサーバー・ステータス、アラートやポリシー違反の情報を示すサーバー情報も表示できます。「リクエスト処理時間」や「CPU使用率」などのメトリック情報を示すグラフを監視したり、詳細情報を確認するためにグラフをドリルダウンできます。グラフと表との間で表示を切り替える場合は、それぞれの表またはグラフの下にある「表ビュー」または「チャート・ビュー」をクリックします。「サーバー」表には、サーバーとドメインのホスト情報と関連メトリックを示す情報が表示されます。


	
メンバー・ページでは、WebLogic ServerまたはWebLogicドメインごとのステータス情報、アラート、ポリシー違反およびメトリックのデータを表示できます。ホストやクラスタ情報のような要素ごとのメトリックや、「ヒープ使用量」や「リクエスト処理時間」のようなメトリックを表示するには、「パフォーマンス・サマリー」セクションを使用します。









6.4 Coherenceクラスタ・ターゲットの表示

Enterprise Manager Cloud Controlを使用して、Exalogic Elastic Cloudターゲットを構成するCoherenceターゲットに関する詳細を表示できます。Cloud ControlでCoherenceクラスタを表示するには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Managerで、システム・ページに移動します。ドロップダウン・リストからExalogic Elastic Cloudを選択して、「検索」フィールドの項目を絞り込み、「実行」をクリックします。「検索結果」表で、表示するExalogic Elastic Cloudを選択します。

Exalogic Elastic Cloudホーム・ページが表示され、Exalogicターゲットとそのコンポーネントのステータスを監視できるようになります。


	
「Exalogic Elastic Cloud」メニューから「Coherenceクラスタ」を選択します。

Coherenceクラスタ・ページが表示されます。


	
Coherenceクラスタのステータスやクラスタの稼働率および停止率を示すグラフを表示できます。


	
アラート、ポリシー違反、ノード情報のような、クラスタごとの具体的な値にドリルダウンできます。


	
「ステータス」ドロップダウンから値を選択して、クラスタのリストを絞り込むことができます。「稼働中」、「停止中」、「不明」、「ブラックアウト」または「すべて」のいずれかを選択できます。


	
「表示」をクリックし、表示する列を選択して、表の列の表示を変更できます。また、列の表示順序を変更することもできます。


	
Coherenceクラスタ・ページには、「使用可能メモリーの少ないノード」と「最低ヒットのキャッシュ取得率(%)」というグラフが2つ表示されます。「使用可能メモリーの少ないノード」グラフの下のノード名をクリックすると、そのノードの情報にドリルダウンできます。


	
「ノード」表には、ホストや、「使用可能メモリー」、「取得」、「プット」などの何種類かのメトリック値を含む、ノードに関する情報が表示されます。


	
「アプリケーション」表には、アプリケーションに関する情報(「ローカル属性キャッシュ」、「クラスタ化されたセッション・キャッシュ」などのメトリック)が表示されます。アプリケーション名をクリックすると、各アプリケーションに関する具体的な情報にドリルダウンできます。









6.5 Enterprise ManagerでのExalogicレポートの作成

Enterprise Managerで次のExalogicレポートを作成できます。

	
Oracle BIインスタンスのパフォーマンス -- このレポートでは、選択したExalogicラックで実行されているすべてのBIインスタンスをカバーします。最初に、選択したExalogicラックに関連するすべてのWebLogicドメインのリストが読み取られ、次にこれらのWebLogicドメインに関連するすべてのoracle_ias_farmターゲットが決定され、その後、これらのoracle_ias_farmターゲットに関連するすべてのBIインスタンスのリストが識別されます。


	
Oracle Internet Directoryのパフォーマンス -- このレポートでは、選択したExalogicラックで実行されているすべてのOIDサーバーをカバーします。最初に、選択したExalogicラックに関連するすべてのWebLogicドメインのリストが読み取られ、次にこれらのWebLogicドメインに関連するすべてのoracle_ias_farmターゲットが決定され、その後、これらのoracle_ias_farmターゲットに関連するすべてのOIDサーバーのリストが識別されます。


	
Oracle Service Busのパフォーマンス -- このレポートでは、選択したExalogicラックで実行されているすべてのOSBサーバーをカバーします。最初に、選択したExalogicラックに関連するすべてのWebLogicドメインのリストが読み取られ、次に、farmアソシエーションを介してこれらのWebLogicドメインに関連するすべてのOSBサーバー・ターゲットが識別されます。このレポートには、各OSBサーバーに上位ビジネス・サービスと上位プロキシ・サービスの2つのセクションがあります。これらのセクションでは、上位5つのビジネス・サービスと上位5つのプロキシ・サービスがそれぞれ表示されます。上位5つのサービスは、選択した期間中の各サービスの降順のスループット最大値(メッセージ数/分)のメトリックに基づいて決定されます。


	
SOAインフラストラクチャのパフォーマンス -- このレポートでは、選択したExalogicラックで実行されるすべてのSOAインフラストラクチャ・ターゲットをカバーします。最初に、選択したExalogicラックに関連付けられたすべてのWebLogicドメインのリストが読み取られ、次に、farmアソシエーションを介してこれらのWebLogicドメインに関連付けられたすべてのSOAインフラストラクチャ・ターゲットが識別されます。SOA Infra Engine関連のグラフは、4つのエンジン・タイプ(BPEL、BPMN、メディエータおよびワークフロー)のみをカバーします。


	
Oracle WebLogic Serverのパフォーマンス -- このレポートでは、選択したExalogicラックで実行されているすべてのWebLogicサーバーをカバーします。選択したExalogicラックに関連するすべてのWebLogicドメインのリストが読み取られます。レポートは、複数のWebLogicドメインに基づいて複数のセクションに分割されます。各ドメインについては、上位5つのサーバーが各メトリックのグラフに表示されます。各メトリックの上位5つのサーバーは、選択した期間中の各サーバーに関するメトリック最大値の降順によって決定されます。


	
コンプライアンス・サマリー -- このレポートでは、WebLogicサーバー、ドメイン、クラスタ、ホストなど、Exalogicシステムで実行されるミドルウェア・ターゲットについて評価されるコンプライアンス標準に関する概略を示します。レポートには、上位10位の最少コンプライアンスWebLogicドメインおよびホストのリスト、および「コンプライアンス標準サマリー」が表示されます。


	
コンプライアンス詳細-- このレポートには、WebLogicドメイン、サーバー、クラスタ、ホストなど、Exalogicシステムで実行されるミドルウェア・ターゲットについて評価されるコンプライアンス標準に関する詳細が表示されます。レポートには、上位10位の最少コンプライアンスWebLogicドメインおよびホストのリスト、およびミドルウェア・ターゲットについてコンプライアンス・ルール違反の詳細リストが表示されます。




「レポート」メニュー項目は、BIPがEnterprise Managerで構成されている場合にExalogicシステム・メニューに表示されます。BIPが構成されていない場合、メニュー項目は表示されません。

Exalogicレポートを作成するには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから、「Exalogic」を選択します。


	
Exalogicターゲットのリストから、レポートを作成する必要のあるExalogic Elastic Cloudターゲットをクリックします。


	
「Exalogic Elastic Cloud」メニューから、「レポート」を選択し、作成する必要のあるレポートをメニューから選択します。















A Cloud Controlによる検出用にExalogicマシンを準備


この付録では、物理構成においてExalogicマシンのためにOracleによって行われる検出前の手順を説明します。この後の情報を使用すると、第3章「Exalogicマシンの検出 - 物理構成」の説明に従ってExalogicマシンが検出プロセスに進む準備ができているかどうかを確認できます。




	
注意:

これらの準備手順は、次のOracle Exalogic Elastic Cloud Software (EECS)を実行する物理構成にあるExalogicマシンのみを対象としています。
	
X2-2およびX3-2の場合: EECSリリース2.0.3.0.6以上


	
X4-4の場合: EECSリリース2.0.6.1.1以上












ご使用のExalogicマシンをCloud Controlで検出可能とするには、適切な準備が必要です。この重要な手順をサポートするためにオラクル社では、次の自動化をサポートするExalogic Lifecycle (ELLC)リリース14.2ツールキットを提供しています。

	
Enterprise Manager Cloud Control Exalogicのハードウェア・モニタリング。


	
Enterprise Managerエージェントの前提条件の自動化。


	
Cloud Controlによるハードウェア検出をサポートする、ExaWare検出。




ELLC 14.2ツールキットは、検出しようとしているExalogicマシンのプライマリおよびバックアップのEnterprise Manager監視計算ノードにインストールされています。このソフトウェアのインストールの詳細は、My Oracle Support (https://support.oracle.com)で利用可能なExalogicライフサイクル・ツールキット(ドキュメントID 1912063.1)を参照してください。


https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?id=1912063.1


Cloud Controlによる検出用にご使用のExalogicマシンを準備するには、次の手順を完了します。

	
Enterprise Manager Cloud Control 12cソフトウェアのインストール


	
ExaWareを使用してExalogicラックのアセットを検出


	
discovery.xmlファイルの検証および更新


	
Enterprise Managerエージェントのデプロイ用にExalogicラックを準備


	
ExaWareを使用してExalogicアセットを検出


	
プライマリおよびバックアップの監視計算ノードにEnterprise Managerエージェントをインストール






A.1 Enterprise Manager Cloud Control 12cソフトウェアのインストール

Oracle EECSバージョン2.0.3.0.6 (または2.0.6.1.1)以上のものがインストールされているOracle Exalogic Elastic Cloud Machineには、Exalogicターゲットを検出する前に、適切なOracle Enterprise Managerソフトウェアをインストールする必要があります。開始するには、『Oracle® Enterprise Manager Cloud Control基本インストレーション・ガイド』を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/toc.htm


インストールおよび管理情報の詳細は、次のOracle Enterprise Manager Cloud Controlドキュメント・ライブラリにアクセスしてください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/index.htm






A.2 ExaWareを使用してExalogicラックのアセットを検出

次の情報がExaWareによって検出されます。

	
ラックの物理コンポーネントのアドレスおよび名前

	
ストレージ・ノードおよびストレージ・ノードのILOM


	
計算ノードおよび計算ノードのILOM


	
インフィニバンド・スイッチ





	
ラックの名前およびサイズ




デフォルトでは、この検出のソースは/var/exalogic/one-command/configディレクトリにあるexalogic_current.confファイルです。このファイルは、Exalogic Configuration Utility (ECU)から生成されます。これがない場合は、ECUが動作しているかどうかをチェックします。




	
注意:

exalogic_current.confファイルを手動で編集すると、ExaWareで解析の問題が生じる可能性があります。
Exalogic Configuration Utility (ECU)の詳細は、Oracle® Exalogic Elastic Cloud Machineに関する所有者ガイドの付録AのECUを使用したExalogicマシンの構成についての説明を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E18476_01/doc.220/e18478/app_a.htm









ExaWareを使用してExalogicラックのアセットを検出するには、次の手順を行います。

	
ELLC 14.2ツールキットをインストールしたExalogicマシンのプライマリ計算ノード(CN1)から、ルートとして次のコマンドを実行します。


# /exalogic-lctools/bin/emagent_discovery


コマンドはエラーなしで実行する必要があり、これによってdiscovery.xmlファイルが生成されます。


/exalogic-lcdata/inventory/discovery.xml


	
discovery.xmlファイルで次のセクションをチェックすることによって、エラーがないことを検証します。


<ns1:execution_report errors="0" success="1">


	
ファイルの最後にスキーマ検証エラーがないことを確認します。次に例を示します。


...
</ns1:oracleExalogicSystem>
 
<!--================
  PLEASE NOTE A SCHEMA VALIDATION IS CAUGHT - ('Binding value inconsistent with content model',)
    ================-->









A.3 discovery.xmlファイルの検証および更新

この手順では、プライマリ計算ノードでrootユーザーがdiscovery.xmlファイルを検証して、ExaWare主導型の検出では見つからなかったデータとともにこのファイルを更新します。このようなすべてのデータを、rootユーザーによって更新される必要があるプレースホルダのCHANGEMEタグでマークしてください。

更新対象となる代表的なデータには、説明、PDU、Ciscoおよびスパイン・スイッチのデータが含まれます。

例A-1は、rootユーザーによって移入される必要があるスパイン・スイッチのデータ/テンプレートを示しています。




	
注意:

スパイン・スイッチのエントリが生成されるのは、フル・ラックまたはハーフ・ラックの場合のみです。








例A-1 スパイン・スイッチのデータ/テンプレート


<ns1:ib_spine_switch gateway="false" xsi:type="ns1:IBSwitch">
    <ns1:ip_address>
        CHANGEME
    </ns1:ip_address>
    <ns1:host_name>
        CHANGEME
    </ns1:host_name>
    <ns1:networks>
    <ns1:network_name>
        admin
    </ns1:network_name>
    <ns1:network_type>
        Eth
    </ns1:network_type>
    <ns1:ip_address>
        CHANGEME
    </ns1:ip_address>
    <ns1:host_name>
        CHANGEME
    </ns1:host_name>
    </ns1:networks>
    <ns1:rack_begin_position>
        1
    </ns1:rack_begin_position>
    <ns1:rack_height>
        1
    </ns1:rack_height>
    <ns1:rack_front_facing>
        false
    </ns1:rack_front_facing>
</ns1:ib_spine_switch>




CHANGEME値は、適切に変更される必要があります。新しい検出ソースとして更新されたdiscovery.xmlファイルを使用する際に、値のセットが保持されます。

ご使用のシステムでスパイン・スイッチのデバイスがアクティブでない場合、XMLエントリを全体的に手動で削除する(<ns1:ib_spine_switch...>から</ns1:ib_spine_switch>)ことをお薦めします(これを行わない場合は、手順5に記載されているアセット検出によって、実行レポートのセクションに警告のエントリが生成されます。


<ns1:warning>
    Invalid device address Eth-admin-ip_address='CHANGEME', for device 'IBSWITCHSPINE001'
</ns1:warning> 


discovery.xmlファイルを手動で完了した後で、これを(discovery.xmlファイルとともに生成される)対応するdiscovery.xml.xsdスキーマに対してXMLエディタで検証することをお薦めします。XMLエディタは、XSDスキーマの検証をサポートしている必要があります。






A.4 Enterprise Managerエージェントのデプロイ用にExalogicラックを準備

プライマリおよびバックアップ監視計算ノードの両方に関するこの手順で、rootユーザーはコマンドライン・ユーティリティ(emagent_presetup)を実行して次のタスクを実行します。

	
Exalogicラックにoracle-emagent.rpmソフトウェアをインストールします。


	
スイッチ、計算ノードおよびOracle ZFS Storage ApplianceにSSHキーを送信します。


	
ILOM、PDU、Ciscoスイッチおよびインフィニバンド・スイッチにSNMPトラップ構成を設定します。




このユーティリティは、「ExaWareを使用してExalogicラックのアセットを検出」の項で生成され、「discovery.xmlファイルの検証および更新」の項で更新されたdiscovery.xmlファイルを使用します。様々なコンポーネントへのパスワードを求められます。

このツールは、ライフサイクル・ツールの一部としてインストールされています。

rootとして次のコマンドでユーティリティを実行します。


# /exalogic-lctools/bin/emagent_presetup /exalogic-lcdata/inventory/discovery.xml


スクリプトを実行すると、次の情報を求められます。デフォルト値を受け入れるには、[Enter]を押下して次のプロンプトに進みます。


Enter EMCC agent port (default: 3872):
Enter "Compute Node" user (default: root)
Enter "Compute Node" user "root" password:
Enter "Compute Node ILOM" user (default: root):
Enter "Compute Node ILOM" user "root" password:
Enter "ZFS Storage" user (default: root):
Enter "ZFS Storage" user "root" password:
Enter "ZFS Storage ILOM" user (default: root):
Enter "ZFS Storage ILOM" user "root" password:
Enter "IB Switch" user (default: root):
Enter "IB Switch" user "root" password:
Enter "IB Switch ILOM" user (default: ilom-admin):
Enter "IB Switch ILOM" user "ilom-admin" password:
Enter "EMCC Monitoring" user "oemuser" password:
Do you have a valid public key for "oracle" user ? (y/n): n





	
注意:

有効な公開鍵がある場合は、yを入力してから鍵の場所へのパスを入力します。








Do you want to create a new key pair for "oracle" user ? (y/n): y
Enter passphrase for the new key pair (default: press enter key):





	
注意:

パスフレーズ用にSSHキーがある場合は、ここで入力できます(最後の項目)。前述のすべての入力は、最初の実行時のデフォルト値です。












A.5 ExaWareを使用してExalogicアセットを検出

Enterprise Managerプライマリ監視計算ノードでoracleユーザーとして次の手順を実行し、ExaWareを使用してExalogicアセットを検出します。

	
次のコマンドを実行します:


ssh-agent $SHELL
ssh-add ~/.ssh/id_rsa


パスフレーズの入力を求められます。「Enterprise Managerエージェントのデプロイ用にExalogicラックを準備」のスクリプトで作成されたパスフレーズを入力して新しいキーを作成するか、選択された作成済のキーに関連付けられているパスフレーズを入力します。


	
これら2つのコマンドが実行されてから、同じシェルのプロンプトで次のコマンドをoracleユーザーとして実行します。


/exalogic-lctools/lib/emcc/exaware_midi-emcc-py2.4.egg --access oemuser:CN1:<host>:::,nm2user:IBSWITCHGW::::,nm2user:IBSWITCHSPINE::::,oemuser:ZFSSTORAGEHEAD:::: --discover-from ecu --profile-query --batch


説明: <host>は、マウントされたExalogicライフサイクル・ツールを備えるプライマリ監視計算ノード(すなわち「前提条件の検証」に記載されているものと同じノード)の完全修飾ドメイン名です。

このコマンドはEnterprise Manager UIから自動的に実行されますが、Enterprise Managerのインポート手順を続行する前に、oracleユーザーは前述のコマンドを手動で実行し、生成されたXMLに深刻なエラーや警告が含まれていないことを確認してください。




例A-2は、デフォルト値(すなわちCHANGEME)のデバイスが有効な値によって置換されていない場合に表示される可能性のある警告を示しています。


例A-2 警告の例


<ns1:warning>
    Invalid device address Eth-admin-ip_address='CHANGEME', for device 'IBSWITCHSPINE001'
</ns1:warning>
<ns1:warning>
    Invalid device address Eth-admin-ip_address='CHANGEME', for device 'PDU001'
</ns1:warning>
<ns1:warning>
    Invalid device address Eth-admin-host_name='CHANGEME', for device 'PDU001'
</ns1:warning>
<ns1:warning>
    Invalid device address Eth-admin-ip_address='CHANGEME', for device 'PDU002'
</ns1:warning>
<ns1:warning>
    Invalid device address Eth-admin-host_name='CHANGEME', for device 'PDU002'
</ns1:warning>







	
注意:

	
CHANGEMEアドレス値のあるあらゆるデバイスが、最終的なxmlから削除されます。


	
CHANGEMEアドレス値が(デバイスまたはILOMのいずれかに)あるILOMを備えたあらゆるデバイスが、最終的なxmlから削除されます。


	
CHANGEMEアドレス値が(あらゆるゲートウェイ・スイッチ・デバイスに)あるあらゆるゲートウェイ・スイッチペアが、最終的なxmlから削除されます。

















A.6 プライマリおよびバックアップの監視計算ノードにEnterprise Managerエージェントをインストール




	
注意:

この手順は、物理的なExalogicラックを正常に検出するために必須となります。







Enterprise Managerエージェントはoracleユーザーを使用してインストールされる必要があります(このユーザーは「Enterprise Managerエージェントのデプロイ用にExalogicラックを準備」に記載されているスクリプトによってこの目的のために作成されているため)。

管理エージェントのダウンロードおよびインストール方法の詳細は、『Oracle® Enterprise Manager Cloud Control基本インストレーション・ガイド』のOracle Management Agentのインストールに関する章を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e22624/install_agent.htm#CACJEFJI
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このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この機密資料へのアクセスと使用は、お客様とオラクルとの間で締結され、お客様が遵守に同意した、Oracle Master Agreement、Oracle License and Oracle Services Agreement (オラクル・ライセンスおよびサービスに関する契約書)、Oracle PartnerNetwork Agreement、Oracle Distribution Agreementまたはその他のライセンス契約の条件に従うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の承諾を必要とします。このドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。

ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
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